
　
二
〇
〇
三
年
四
月
開
設
の
大

学
院
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
研
究
科
か
ら
初
の
修
了
生

十
八
人
が
誕
生
し
た
。 

　
同
研
究
科
は
独
立
研
究
科
の

ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て

開
設
。十
八
人
全
員
が
会
社
員
、

教
員
、
団
体
職
員
な
ど
の
社
会

人
で
、
仕
事
を
終
え
た
平
日
の

夕
方
や
土
曜
日
な
ど
に
通
学
し
、

「
高
度
職
業
専
門
人
」を
目
指

し
て
勉
学
に
励
ん
で
き
た
。 

　
式
で
は
愛
知
県
立
足
助
高
等

学
校
教
諭
の
宇
佐
美
裕
大
さ
ん

が
修
了
生
を
代
表
し
て
修
了
証

書
を
受
け
た
。 

　
本
学
の
二
〇
〇
五
年
度
入
学

試
験
の
総
志
願
者
は
二
五
、
六

八
二
人
で
、
一
四
％
の
大
幅
増

だ
っ
た
昨
年
度
入
試
を
三
八
五

人
上
回
り
、
二
年
連
続
の
増
加

と
な
っ
た
。
学
科
別
志
願
者
数

は
別
表
の
と
お
り
。 

　
定
員
に
対
す
る
志
願
倍
率
は

全
体
で
九
倍
、
高
い
順
に
心
理

学
部
（
一
四
倍
）
、
総
合
政
策

学
部
（
一
四
倍
）
、
国
際
英
語

学
部
（
一
三
倍
）
で
あ
っ
た
。 

　
志
願
者
の
試
験
区
分
別
の
内

訳
は
、
Ａ
Ｏ
入
試
三
一
人
（
本

年
度
初
め
て
実
施
）
、
推
薦
入

試
三
、
四
七
一
人
（
前
年
比
一

二
七
人
増
）、一
般
入
試
前
期
一

三
、四
〇
〇
人
（
同
一
、一
〇
八

人
増
）、
一
般
入
試
後
期
一
、二

四
七
人
（
同
三
二
五
人
減
）、

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
前
期

六
、五
四
四
人（
同
一
九
六
人
増
）、

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
後
期

七
三
三
人
（
同
五
七
六
人
減
）
、

学
園
内
推
薦
一
六
四
人
（
同
三

〇
人
減
）
で
あ
っ
た
。 

　
四
月
に
開
設
す
る
総
合
政
策

学
部
の
志
願
者
は
二
、
七
〇
〇

人
。
自
分
の
将
来
（
キ
ャ
リ
ア
）

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
実
践
力
（
仕

事
を
デ
ザ
イ
ン
・
実
行
す
る
能

力
）
を
身
に
つ
け
る
「
真
に
実

践
的
な
学
問
」
を
学
べ
る
学
部

と
し
て
人
気
を
集
め
た
。 

　
本
学
の
二
〇
〇
四
年
度
学
位

記
・
卒
業
証
書
授
与
式（
卒
業
式
）

は
、三
月
十
九
日
、名
古
屋
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
で
午
前
と
午
後

の
二
回
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。 

　
式
に
臨
ん
だ
の
は
九
学
部
の

学
部
生
三
、
○
二
○
人
と
十
研

究
科
の
院
生
一
一
七
人（
博
士

課
程
六
人
、
修
士
課
程
一
一
一

人
）。
父
母
ら
保
護
者
も
大
勢

出
席
し
、
幾
分
緊
張
し
な
が
ら

も
喜
び
に
包
ま
れ
た
卒
業
生
ら

を
見
守
っ
た
。 

　
小
川
英
次
学
長
は
、
研
究
科

修
了
生
に
学
位
記
、
学
部
卒
業

生
に
卒
業
証
書
・
学
位
記
、
成

績
優
秀
者
に
優
等
賞
な
ど
を
授

与
し
た
後
、式
辞
を
述
べ
、「
ル

ー
ル
を
守
り
、
ベ
ス
ト
を
尽
す

こ
と
の
大
切
さ
等
を
謳
っ
た
建

学
の
精
神
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
必
ず
明

る
い
未
来
が
拓
け
て
き

ま
す
」と
励
ま
し
た
。
　 

　
梅
村
清
弘
総
長
・
理
事
長
も

祝
辞
で
、「
卒
業
し
た
後
も
建

学
の
精
神
を
堅
持
し
て
、学
力
、

体
力
、
気
力
の
充
実
に
努
め
、

時
代
が
投
げ
掛
け
て
く
る
問
題

に
挑
戦
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
餞
の
言
葉
を
贈
っ
た
。 

　
最
後
に
、
修
了
生
、
卒
業
生

と
壇
上
の
教
員
ら
が
一
緒
に
な

っ
て
学
歌
を
斉
唱
し
た
。 

（
２
・
３
面
に
式
辞
・
祝
辞
の
大

要
、各
賞
受
賞
者
名
を
掲
載
） 

入
学
志
願
者
数
の
推
移（
２
０
０
３
〜
２
０
０
５
年
度
） 

学　部 学　科 2005年度 2004年度 2003年度 

文 

国際英語 

心　理 
社　会 
法 

総合政策 
経　済 
経　営 
商 

情報科 

生命システム工 

体　育 

日  本  文 
言語表現 
国際英語 
英米文化 
心　　理 
社　　会 
法　　律 
総合政策 
経　　済 
経　　営 
商 

情  報  科 
認  知  科 
メディア科 
身体システム工 
体  育  科 
健  康  科 

合　　計 

699
726

1,296
753

2,197
1,916
2,132
2,700
3,461
2,643
― 

918
348
448
553

3,714
1,178

25,682

689
789

1,083
789

2,043
2,354
2,580
― 

2,227
3,452
1,710
1,042

406
442
614

3,628
1,449

25,297

824
705

1,064
787

2,026
1,957
2,173
― 

2,273
2,447
1,996

893
347
377
― 

3,518
710

22,097
※総合政策学部は2005年4月新設。 
※商学部は2004年度で募集停止。 

みな笑み満面、晴ればれとした表情で卒業
の喜びをわかち合う卒業生たち 

学
部
三
、〇
二
〇
人 

志
願
者
二
五
、六
八
二
人 

大
幅
増
の
昨
年
を
上
回
る 

大
学
院
一
一
七
人 

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科 

誉
れ
の
初
修
了
　
人 

'05年度 
入 試  

●
卒
業
式
／
入
学
志
願
者
二
年
連
続
増 

●
●
小
川
英
次
学
長
式
辞
／
梅
村
清
弘
総

　
長
・
理
事
長
祝
辞
／
各
賞
受
賞
者 

●
図
書
館
の
検
索
シ
ス
テ
ム
一
新 

●
ト
レ
ー
ナ
ー
資
格
試
験
／
法
学
部
ス
ポ

　
ー
ツ
大
会
／
メ
デ
ィ
ア
卒
業
制
作
展 

●
国
際
英
語
学
科
企
業
向
け
発
表
会
／
企

　
業
Ｏ
Ｂ
名
刺
交
換
会
／
学
位
授
与 

●
秘
書
検
定
試
験
・
資
格
試
験
好
成
績 

●
●
文
化
会
ク
ラ
ブ
の
活
動 

●
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
／
学
費
表 

●
米
留
学
の
三
学
生
か
ら
便
り
／
東
亜
大

　
学
校
総
長
来
学 

●
私
の
教
育
（
野
浪
亨
教
授
）
／
輿
水
大

　
和
研
究
室
の
ロ
ボ
ッ
ト
愛
・
地
球
博
へ 

●
高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
開
発 

●
定
年
退
職
四
教
授
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

●
中
山
彰
規
教
授
が
国
際
体
操
殿
堂
入
り

　
／
準
硬
式
野
球
部
五
十
周
年 

●
貝
津
駅
オ
ー
プ
ン
／
青
木
湖
Ｓ
Ｈ
に
テ

　
ニ
ス
コ
ー
ト
／
無
料
法
律
相
談 

12
3

46 5

78
9

1012 11

13141516



　
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
初
め

の
学
生
と
し
て
皆
さ
ん
を
迎
え

た
と
き
、
明
る
い
展
望
が
語
ら

れ
た
新
世
紀
で
し
た
が
、
試
練

の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。 

　
９
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
を
は

じ
め
世
界
各
地
で
無
差
別
テ
ロ

が
相
次
ぎ
、
イ
ラ
ク
の
新
し
い

国
づ
く
り
は
先
が
見
え
な
い
ま

ま
、
国
際
関
係
も
緊
張
が
高
ま

っ
て
お
り
ま
す
。
異
常
気
象
に

よ
る
豪
雨
、
洪
水
、
酷
暑
、
熱

波
な
ど
の
自
然
災
害
は
地
球
規

模
で
続
発
、
ス
マ
ト
ラ
沖
巨
大

地
震
は
三
十
万
人
を
超
え
る
犠

牲
者
を
出
し
ま
し
た
。 

　
長
年
、
不
況
に
あ
え
い
で

き
た
日
本
経
済
は
昨
年
、
企

業
業
績
の
回
復
で
ト
ン
ネ
ル

を
脱
し
た
と
い
わ
れ
ま
し
た

が
、踊
り
場
で
停
滞
、先
行
き

不
透
明
の
ま
ま
で
す
。
国
の

活
力
の
源
、人
口
は
、今
年
を

ピ
ー
ク
に
来
年
か
ら
減
少
に

転
ず
る
と
さ
れ
、
と
り
わ
け
深

刻
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
厳
し
さ
ば
か
り
が
際
立
つ
わ

が
国
で
、
名
古
屋
を
中
心
と
す

る
こ
の
地
域
は
、
新
時
代
に
向

け
て
飛
躍
す
る
と
き
を
迎
え
ま

し
た
。
中
部
国
際
空
港
が
開
港

し
、
間
も
な
く
二
十
一
世
紀
初

の
万
博
「
愛
・
地
球
博
」
が
開

幕
し
ま
す
。 

　
こ
の
地
域
は
、
世
界
か
ら
集

ま
る
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
情
報
の
一

大
交
流
拠
点
に
な
る
一
方
で
、

環
境
の
先
進
地
と

し
て
世
界
に
先
ん

ず
る
可
能
性
も
見

え
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
地
域
と

と
も
に
新
し
い
時

代
を
切
り
拓
い
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
卒
業
し
た
後
も
建
学
の
精
神

を
堅
持
し
て
、学
力
、体
力
、気

力
の
充
実
に
努
め
、時
代
が
投

げ
掛
け
て
く
る
問
題
に
挑
戦
し

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。心
か
ら

の
エ
ー
ル
を
お
く
っ
て
、晴
れ

の
門
出
を
祝
い
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

　
長
谷
川
理
英（
愛
知
・
中
京

大
学
附
属
中
京
）
寺
本
知
加（
三

重
・
川
越
）新
林
尚
子（
静
岡
・

浜
松
南
）奥
田
莉
恵（
三
重
・
高

田
）平
尾
敦
司（
香
川
・
三
木
）

宮
道
香
織（
愛
知
・
小
坂
井
） 

◆
経
営
学
部
▼
経
営
学
科
　
大

森
昭
仁（
静
岡
・
静
岡
市
立
商
業
）

松
田
耕
一（
愛
知
・
岡
崎
城
西
）

正
中
茜（
兵
庫
・
小
野
）寺
尾
涼

子（
愛
知
・
土
気
）
多
川
千
由
希

（
愛
知
・
中
京
大
学
附
属
中
京
）

三
輪
和
正（
静
岡
・
袋
井
商
業
）

蔵
田
ゆ
か
り（
富
山
・
福
野
） 

◆
商
学
部
▼
商
学
科
　
近
藤
一

嘉（
愛
知
・
愛
知
商
業
）田
原
裕

之（
岐
阜
・
岐
阜
三
田
）斎
藤
暁

子（
静
岡
・
清
水
市
立
商
業
）奥

田
育
雄（
愛
知
・
愛
知
工
業
大
学

名
電
）福
岡
勉（
愛
知
・
中
京
大

学
附
属
中
京
）  

◆
体
育
学
部
▼
体
育
科
学
科

石
原
智
恵（
愛
知
・
桜
台
）植
野

未
来（
愛
知
・
春
日
井
南
）山
本

知
佳（
岐
阜
・
加
茂
）
和
久
田

康
喬（
静
岡
・
浜
松
西
）
玉
置

倫
依（
静
岡
・
静
岡
西
）
長
尾

昌
樹（
愛
知
・
鳴
海
） 

  

◆
体
育
会
▼
新
体
操
部
　
安
原

季
宏（
体
・
北
海
道
・
旭
川
西
） 

▼
陸
上
競
技
部
　
田
村
雄
志（
体・

広
島
・
沼
田
）前
田
朋
子（
体
・
長

野
・
高
遠
）
中
野
友
紀（
体
・
徳

島
・
城
ノ
内
）▼
水
泳
部
　
山
口

嘉
久（
体
・
大
阪
・
啓
光
学
園
）橋

爪
忠
久（
体
・
京
都
・
洛
南
）丸
山

亮
子（
体
・
長
野
・
佐
久
長
聖
）宮

島
弘
実（
体
・
長
野
・
長
野
吉
田
）

▼
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
　
川

島
恵（
体
・
大
阪
・
四
天
王
寺
）▼

サ
ッ
カ
ー
部
　
加
納
靖
典 

（
体
・

富
山
・
富
山
第
一
）▼
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
　
田
中
美
希 

（
体
・
愛
知
・

豊
橋
中
央
）
▼
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
　
西
川
哲
矢（
体
・
滋
賀
・
八

幡
工
業
）後
藤
将
成（
体
・
静
岡
・

静
岡
市
立
清
水
商
業
）小
池
康

祐（
体
・
新
潟
・
新
潟
江
南
）鈴
木

健
志（
社
・
静
岡
・
浜
松
南
）▼
準

硬
式
野
球
部
　
山
村
辰
徳 

（
体
・

静
岡
・
浜
名
）藤
波
優
作（
体
・
愛

知
・
中
京
大
学
附
属
中
京
）新

保
亮（
体
・
愛
知
・
中
京
大
学
附

属
中
京
）尾
関
智
也 

（
体
・
愛
知
・

中
京
大
学
附
属
中
京
）野
田
勝

史（
体
・
愛
知
・
中
京
大
学
附
属

中
京
）北
崎
将
志（
体
・
福
井
・
福

井
商
業
）関
圭
介（
体
・
愛
知
・
中

京
大
学
附
属
中
京
）森
下
裕
二

（
体
・
愛
知
・
愛
知
）村
上
慎
一
郎

（
体
・
愛
知
・
杜
若
）村
端
淳（
体
・

石
川
・
大
聖
寺
）
▼
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
部
　
小
木
曽
紋
子（
体
・
岐
阜 

・
羽
島
北
）雪
本
桂
子（
体
・
岡
山
・

西
大
寺
）梅
田
弘
子（
体・
福
井
・

武
生
商
業
）▼
剣
道
部
　
吉
田

和
重（
体
・
富
山
・ 

高
岡
工
芸
）

関
口
大
輔（
体
・
埼
玉
・
東
和
大

学
附
属
昌
平
）
小
嶋
み
す
づ（
体・

三
重
・
皇
學
館
）▼
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
　
鈴
木
優
子 

（
体
・

岐
阜
・
大
垣
商
業
）▼
ス
キ
ー
競

技
部
　
清
水
俊
晶（
体
・
岐
阜
・

高
山
工
業
）▼
ス
ケ
ー
ト
部
　

大
村
哲
洋（
体
・
神
奈
川
・
向
上
）

池
智
徳（
体
・
神
奈
川
・
城
山
）三

ツ
橋
皓
平（
体
・
群
馬
・
桐
生
工
業
）

飯
塚
容
子 

（
体
・
長
野
・
岡
谷
東
） 

▼
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル

河
村
知
佐（
体
・
愛
知
・ 

松
蔭
） 

鈴
木
淳
子（
体
・
愛
知
・ 

岡
崎
北
）

水
野
新
子（
体
・
愛
知
・
岡
崎
西
）

堂
前
郁
子（
体
・
京
都
・
亀
岡
）

中
根
啓
子（
社
・
愛
知
・
岡
崎
北
） 

◆
文
化
会
▼
書
道
部
　
志
賀

仁
美（
文
・
愛
知
・
御
津
）中
西

啓
介（
文
・
三
重
・
三
重
）難
波

由
美
子（
心
・
愛
知
・
長
久
手
） 

◆
体
育
会
▼
幹
事
長
　
三
浦

雄
二
郎（
体
・
長
崎
・
海
星
） 

◆
文
化
会
▼
幹
事
長
　
祖
父

江
亮
馬（
法
・
愛
知
・
南
山
） 

◆
大
学
祭
実
行
委
員
会
▼
名

古
屋
委
員
長
　
清
田
加
奈
子（
商・

愛
知
・
成
章
）▼
豊
田
委
員
長

早
川
彰
吾（
情
・
愛
知
・
中
京
大

学
附
属
中
京
） 

   

◆
剣
道
部（
女
子
） 

   

◆
山
口
嘉
久（
体
・
大
阪
・
啓
光

学
園
） 

小
川
学
長
か
ら
学
長
賞
を
受

け
る
立
松
由
江
さ
ん（
経
済
） 

法
学
部
Ｏ
Ｂ（
１
９
８
７
年
卒
）

の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
、毛
利
和
雄

さ
ん
が
歓
送
の
歌
を
熱
唱 

式
場
を
出
た
卒
業
生
を
祝
う
、後
輩 

た
ち
に
よ
る
胴
上
げ
が
続
い
た 

輝  く  受賞者 輝  く 
（敬称略 

創
立
者
賞 

団

体

賞

 

理
事
長
杯 

創
立
者 

梅
村
清
明 

体
育
会
杯 

2004年度 
卒業式 
2004年度 
卒業式 

祝 辞 大要 
総長・理事長 

梅村　清弘 



　
こ
れ
か
ら
学
窓
を
出
て
社
会

へ
一
歩
踏
み
出
す
皆
さ
ん
は
、

自
ら
の
理
想
の
実
現
と
未
来
へ

の
明
る
い
希
望
と
と
も
に
、
ち

ょ
っ
ぴ
り
未
知
の
世
界
に
踏
み

込
む
不
安
感
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大

切
な
の
は
今
後
も
建
学
の
精
神

を
堅
持
す
る
こ
と
、「
学
術
と

ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂

た
れ
」
を
深
く
理
解
し
実
践

す
る
こ
と
で
す
。 

　
皆
さ
ん
は
、
社
会
に
向
か

っ
て
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
、
レ

デ
ィ
と
な
る
べ
く
本
学
で
四

年
間
を
過
さ
れ
ま
し
た
。
一

般
教
養
と
専
門
知
識
を
身
に

つ
け
た
皆
さ
ん
は
同
時
に
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康
の
増
進

と
心
技
の
練
成
も
進
め
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、
①
ル

ー
ル
を
守
る
②
ベ
ス
ト
を
尽
く

す
③
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
つ
く
る

④
相
手
に
敬
意
を
持
つ
―
―
こ

れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ

に
か
か
わ
る
四
大
綱
を
忘
れ
ず

実
行
し
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
四
つ
の
基
本
は
ど
う

か
続
け
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
前
に
必
ず
明
る
い
未
来
が
拓

け
て
来
ま
す
。
中
京
大
学
そ
し

て
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
今
日
に
み
る

発
展
の
原
動
力
は
こ
の
四
大
綱

の
実
践
に
あ
っ
た
し
、
こ
れ
か

ら
も
そ
う
だ
と
私
は
信
じ
て
お

り
ま
す
。 

　
三
河
か
ら
発
し
た
豊
田
佐
吉

氏
の
精
神
と
行
動
が
世
界
の
ト

ッ
プ
企
業
ト
ヨ
タ
自
動
車
を
つ

く
り
上
げ
ま
し
た
。
「
ト
ヨ
タ

ウ
ェ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
考
え
方
、

実
践
の
基
本
は
、
止
ま
る
こ
と

の
な
い
改
善
、
人
間
性
尊
重
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
等

本
学
の
建
学
の
精

神
に
通
じ
る
と
こ

ろ
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
建
学
の

精
神
を
よ
く
理
解
し
、

自
信
を
持
っ
て
、

健
康
に
呉
々
も
気
を
つ
け
ら
れ
、

明
る
く
て
元
気
で
前
向
き
な
中

京
大
生
の
特
徴
を
大
い
に
発
揮

し
て
く
だ
さ
い
。 

  

◆
文
学
部
▼
国
文
学
科
　
鈴
木

瑞
穂（
愛
知
・
長
久
手
）▼
英
文

学
科
　 

大
庭
奈
々
絵（
愛
知
・

西
春
） 

◆
心
理
学
部
▼
心
理
学
科
　

田
中
見
佳（
福
井
・
大
野
） 

◆
社
会
学
部
▼
社
会
学
科
　
佐
々

木
芙
美（
愛
知
・
豊
田
北
） 

◆
法
学
部
▼
法
律
学
科
　
伊

藤
執（
三
重
・
桑
名
西
） 

◆
経
済
学
部
▼
経
済
学
科
　

立
松
由
江（
愛
知
・
熱
田
） 

◆
経
営
学
部
▼
経
営
学
科
　

岡
田
彩
月（
愛
知
・
岡
崎
北
） 

◆
商
学
部
▼
商
学
科
　
金
梅

花（
中
国
・
留
学
生
） 

◆
情
報
科
学
部 

▼
情
報
科
学

科
　
森
本
佳
奈（
三
重
・
三
重
） 

▼
認
知
科
学
科
　
柴
田
紗
希（
愛

知
・
豊
橋
東
）▼
メ
デ
ィ
ア
科
学

科
　
馬
場
典
子（
愛
知
・
名
古

屋
西
） 

◆
体
育
学
部
▼
体
育
科
学
科

草
次
美
里（
愛
知
・
岡
崎
西
）▼

健
康
科
学
科
　
深
谷
由
香
利（
愛

知
・
刈
谷
北
） 

  

◆
文
学
部
▼
国
文
学
科
　
杉
浦

真
奈（
愛
知
・
名
古
屋
大
学
教
育

学
部
附
属
）▼
英
文
学
科
　
加

古
知
佳
子（
愛
知
・
東
海
南
） 

◆
心
理
学
部
▼
心
理
学
科
　
加

藤
敦
子（
愛
知
・
昭
和
） 

◆
社
会
学
部
▼
社
会
学
科
　
澤

田
知
栄
子（
愛
知
・
豊
田
） 

◆
法
学
部
▼
法
律
学
科
　
清
水

雅
子（
愛
知
・
椙
山
女
学
園
） 

◆
経
済
学
部
▼
経
済
学
科
　

藤
野
圭
子（
三
重
・
川
越
） 

◆
経
営
学
部
▼
経
営
学
科
　

平
木
里
奈（
愛
知
・
愛
知
商
業
） 

◆
商
学
部
▼
商
学
科
　
増
田

健
一（
静
岡
・
島
田
商
業
） 

◆
情
報
科
学
部
▼
情
報
科
学

科
伊
田
直
樹（
愛
知
・
小
坂
井
）

▼
認
知
科
学
科
　
金
野
美
那（
愛

知
・
刈
谷
北
）▼
メ
デ
ィ
ア
科
学

科
尾
澤
貴
志（
岐
阜
・
長
良
） 

◆
体
育
学
部
▼
体
育
科
学
科 

尾
河
美
里（
愛
知
・
昭
和
）▼
健

康
科
学
科
　
井
尻
智
子（
京
都
・

南
丹
） 

  

◆
文
学
部
▼
国
文
学
科
　
西
田

果
絵（
三
重
・
津
西
）▼
英
文
学

科
　
喜
多
洋
子（
三
重
・
三
重
） 

◆
心
理
学
部
▼
心
理
学
科
　
中

山
麻
紀（
島
根
・
松
江
北
） 

◆
社
会
学
部
▼
社
会
学
科
　
大

　
幹
雄（
滋
賀
・
近
江
） 

◆
法
学
部
▼
法
律
学
科
　
辻
幸

江（
愛
知
・
桜
台
） 

◆
経
済
学
部
▼
経
済
学
科
　
村

瀬
亜
紗
子（
愛
知
・
松
蔭
） 

◆
経
営
学
部
▼
経
営
学
科
　
今

津
絵
美
子（
岐
阜
・
大
垣
商
業
） 

◆
商
学
部
▼
商
学
科
　
桐
山
尚

宏（
岐
阜
・
大
垣
北
） 

◆
情
報
科
学
部
▼
情
報
科
学

科
津
田
知
一（
愛
知
・
春
日
井
）

▼
認
知
科
学
科
　
小
椋
理
紗（
愛

知
・
旭
丘
）▼
メ
デ
ィ
ア
科
学
科

海
渡
麻
美（
和
歌
山
・
海
南
） 

◆
体
育
学
部
▼
体
育
科
学
科

吉
坂
匡
人（
滋
賀
・
守
山
）▼
健

康
科
学
科
　
島
野
陽
子（
愛
知
・

中
京
大
学
附
属
中
京
） 

  

◆
文
学
部
▼
国
文
学
科
　
加
藤

美
紀（
愛
知
・
聖
霊
）▼
英
文
学

科
　
宮
松
智
子（
愛
知
・ 

市
邨

学
園
） 

◆
心
理
学
部
▼
心
理
学
科
　
足

立
朋
香（
愛
知
・
旭
野
）五
十
嵐

和
佳
子（
新
潟
・
新
潟
南
） 

◆
社
会
学
部
▼
社
会
学
科
　

坂
本
尚
子（
愛
知
・
安
城
学
園
）

鈴
木
彩（
愛
知
・
天
白
）
冨
田

明
希（
福
井
・
武
生
）
栗
山
智

衣（
高
知
・
土
佐
女
子
）宇
野
絢

子（
静
岡
・
浜
松
市
立
）宮
尾
純

子（
愛
知
・
豊
田
北
）佐
藤
紗
綾

佳（
愛
知
・
豊
田
） 

◆
法
学
部
▼
法
律
学
科
　
永
戸

利
佳（
三
重
・
四
日
市
）河
合
優

実（
愛
知
・
中
京
大
学
附
属
中
京
）

石
井
準
治（
愛
知
・
常
滑
北
） 

石
川
嘉
乃（
愛
知
・
山
田
）飯
田

光
俊（
三
重
・
津
東
）
石
橋
知

子（
愛
知
・
名
古
屋
西
）
足
立

裕
子（
愛
知
・
豊
橋
東
） 

◆
経
済
学
部
▼
経
済
学
科
　
村

瀬
千
恵
子（
岐
阜
・
各
務
原
）　

㊤
多
数
の
父
母
ら
に
見
守
ら
れ
て
行
わ
れ
た
卒
業
式 

㊧
晴
れ
着
姿
も
凛
と
し
て
、卒
業
証
書
を
手
に
記
念
撮
影 

輝  く 受賞者 受賞者 
カッコ内は出身校） 

学

長

賞

 

学
部
長
賞 

同
窓
会
賞 

優

等

賞

 

式 辞 大要 
学　長 

小川　英次 



一
㌻
。
本
体
価
格
二
、
五
〇

〇
円
。 

      

　
本
書
は
、
企
業
会
計
に
お

い
て
時
価
評
価
を
認
識
・
測

定
の
基
準
に
す
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
従
来
は
取
得
原

価
を
基
準
と
し
て
き
た
。
こ

れ
は
過
去
の
取
得
価
額
の
集

積
に
ほ
か
な
ら
ず
、
特
に
バ

ブ
ル
崩
壊
後
は
財
務
内
容
を

正
し
く
表
示
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
。
こ
の
欠
点
を
除
く

た
め
、
今
日
で
は
時
価
評
価

が
国
際
的
に
も
重
視
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
時
価

評
価
に
よ
る
立
場
か
ら
企
業

の
存
続
と
利
益
を
確
保
す
る

必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
そ

の
方
策
と
し
て
会
計
の
根
本

理
念
で
あ
る
公
準
か
ら
論
を

進
め
、
時
価
評
価
の
妥
当
性

を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
。 

　
本
書
は
時
価
主
義
会
計
論

の
真
髄
を
知
る
う
え
で
貴
重

な
研
究
書
で
あ
る
と
い
え
る
。 

　
著
者
は
商
学
部
教
授
。
中

京
大
学
商
学
会
刊
。
三
七
〇

㌻
。 

     

　
本
書
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
戸
籍

法
シ
リ
ー
ズ
の
第
四
巻
で
あ

る
。
市
町
村
、
家
裁
、
法
務

局
等
の
職
員
、
調
停
委
員
等

の
活
用
を
期
し
て
著
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
民
法
の

親
族
法
の
基
礎
理
論
を
平
易

に
説
き
そ
れ
が
手
続
法
た
る

戸
籍
法
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
形
で
具
体
化
・
担
保
化
さ

れ
て
い
る
か
を
理
論
と
実
務

の
両
面
か
ら
解
説
し
て
い
る
。 

　
本
書
の
特
色
は
読
み
や
す

く
、
ホ
ッ
ト
な
話
題
を
取
り

入
れ
、
重
要
な
裁
判
例
、
行

政
先
例
を
駆
使
し
な
が
ら
随

所
に
対
話
形
式
の
記
述
を
導

入
す
る
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ

て
お
り
、
日
常
生
活
と
関
わ

り
の
深
い
法
律
を
読
者
に
よ

り
身
近
な
も
の
に
す
る
こ
と

を
狙
い
と
し
て
い
る
。 

　
著
者
は
法
務
研
究
科
教
授
。

テ
イ
ハ
ン
刊
。
二
七
五
㌻
。

本
体
価
格
二
、
二
〇
〇
円
。 

 

　
情
報
科
学
部
メ
デ
ィ
ア
科
学

科
の
卒
業
制
作
展
が
二
月
九
日

か
ら
二
十
七
日
に
か
け
て
名
古

屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

Ｃ
・
ス
ク
エ
ア
で
開
か
れ
た
。 

　
今
年
が
二
回
目
の
催
し
。
ア

ー
ト
系
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
四
年

生
の
う
ち
、
選
抜
さ
れ
た
十
八

人
（
組
）
の
作
品
を
三
会
期
に

分
け
て
展
示
し
た
。 

　
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
音
響
・
空
間
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を
切
り

口
に
芸
術
と
情
報
の
関
係
を
追

求
し
て
き
た
学
生
た
ち
の
、
表

現
の
多
様
性
、
技
術
の
高
さ
を

示
す
作
品
が
目
立
っ
た
。 

　
法
学
部
で
は
、
学
生
同
士
の

交
流
・
親
睦
を
深
め
よ
う
と
、

学
生
の
有
志
が
企
画
し
て
毎
年
、

ゼ
ミ
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開

催
し
て
い
る
。 

　
昨
年
十
一
月
十
三
日
に
法
学

部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
体
育
館
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
第
三
回

大
会
は
、
延
べ
十
七
チ
ー
ム
が

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。 

　
優
勝
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
樅

木
ゼ
ミ
四
年
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

が
増
原
ゼ
ミ
四
年
。
前
回
ま
で

無
敗
を
誇
っ
た
愛
知
ゼ
ミ
は
無

冠
に
終
わ
っ
た
。
参
加
チ
ー
ム

に
は
、
参
加
費
や
法
学
部
教
員

ら
の
寄
付
で
参
加
賞
、
ま
た
、

成
績
上
位
チ
ー
ム
に
は
ト
ロ
フ

ィ
ー
、
賞
状
、
副
賞
な
ど
が
贈

ら
れ
、
学
生
課
か
ら
も
副
賞
の

提
供
を
受
け
た
。 

　
大
会
の
実
行
委
員
は
委
員
長

外
山
真
伸
さ
ん
（
三
年
）
、
副

委
員
長
高
松
治
世
さ
ん（
三
年
）、

前
回
委
員
長
の
林
美
代
子
さ
ん

（
四
年
）
も
委
員
を
務
め
た
。 

　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
ト
レ
ー
ナ

ー
な
ど
を
目
指
す
体
育
学
部
生

た
ち
の
ク
ラ
ブ
「
中
京
大
学
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
・
コ
ー
チ

＆
ト
レ
ー
ナ
ー
部
会
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ａ
）
」
か
ら
〇
四
年
度
も
世
界

的
資
格
Ｎ
Ｓ

Ｃ
Ａ
―
Ｃ
Ｐ

Ｔ
に
三
人
、

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
に

二
人
が
合
格

し
た
。 

　
同
部
会
は

〇
一
年
十
一

月
に
発
足
。

専
門
家
の
指

導
の
下
、
研

究
会
や
他
大

学
の
学
生
と 

「
ト
レ
ー
ナ
ー
交
流
会
」
な
ど

を
開
催
し
て
勉
強
し
て
い
る
。 

　
部
員
の
目
標
の
一
つ
が
全
米

ス
ト
レ
ン
グ
ス
＆
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ニ
ン
グ
協
会
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ａ
）

認
定
の
資
格
取
得
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ａ

―
Ｃ
Ｐ
Ｔ
は
中
高
年
の
健
康
維

持
な
ど
も
目
的
と
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ

Ｓ
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
競
技
力

向
上
を
目
的
と
し
た
資
格
。 

　
部
員
ら
は
部
会
発
足
の
翌
年

か
ら
挑
戦
し
、
〇
二
年
度
、
〇

三
年
度
と
も
両
資
格
合
わ
せ
て

四
人
が
合
格
。
〇
四
年
度
は
五

人
に
伸
ば
し
た
。 

（
体
育
３
・
大
野
智
子
） 

　
二
月
十
一
日
に
全
国
放
送
さ

れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
「
ホ

リ
デ
ー
に
っ
ぽ
ん
／
大
切
な
も

の
は
何
で
す
か
」
で
、
情
報
科

学
部
メ
デ
ィ
ア
科
学
科
四
年
鬼

頭
春
奈
さ
ん
の
話
題
が
取
り
上

げ
ら
れ
た
。 

　
鬼
頭
さ
ん
は
、
若
者
た
ち
の

愛
知
万
博
企
画
「
フ
ォ
ト
ア
ン

ケ
ー
ト
・
あ
な
た
の
大
切
な
も

の
は
…
…
」
に
、
笑
顔
を
テ
ー

マ
に
し
た
卒
業
制
作
ビ
デ
オ
の

一
場
面
を
「
笑
っ
て
い
る
こ
と
」

と
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
投
稿
。

同
企
画
を
取
材
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス

タ
ッ
フ
の
目
に

止
ま
っ
た
。 

　
豊
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
取
材
を
受
け
た

鬼
頭
さ
ん
は
、「
人
が
一

番
素
敵
な
瞬
間
が
笑
顔

だ
か
ら
」と
、
卒
業
制
作

ビ
デ
オ
の
狙
い
を
語
り
、

制
作
風
景
な
ど
も
紹
介

さ
れ
た
。 

著 
書 
著 
書 

世界的な  　　　 

昨年11月7日には他大学の学生らと「第2
回トレーナー交流会」を開催した 

（豊田キャンパスで） 

意欲的な作品が目立った卒業制作展 

笑顔をテーマに
した卒業制作ビ
デオの一場面と
鬼頭さん 

熱戦を繰り広げた法学部ゼミ対抗スポーツ大会 

卒
業
制
作
ビ
デ
オ
┐
笑
顔
└ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
が
紹
介 

鬼
頭
春
奈
さ
ん（
　  

）を 

メ
デ
ィ
ア 

４
　
　
年 

競技トレーナーの 

高水準作品揃う 

で熱戦 ゼ ミ 対 抗 
法学部スポーツ大会 

メディア科学科の 
2回目卒業制作展 

前年上回る　人 
資格取得 

他
校
と
も
交
流
の
体
育
学
部
生
ク
ラ
ブ 

中
京
大
学 

商
学
研
究
叢
書
19 

時
価
評
価
会
計
論 

高
橋
　
良
造
著 

ガ
イ
ダ
ン
ス
戸
籍
法 

﹇
養
子
縁
組
・
離
縁
編
﹈ 

澤
田
　
省
三
著 

自宅パソコン 
アクセスＯＫ 



        

　
従
来
の
ご
と
く
専
門
分
野

に
閉
じ
こ
も
る
の
で
な
く
学

際
的
か
つ
脱
領
域
の
立
場
か

ら
、
身
体
と
医
学
の
問
題
を

視
野
に
収
め
な
が
ら
文
化
を

考
え
る
シ
リ
ー
ズ
の
第
三
巻

で
あ
る
。
本
書
は
一
七
編
の

論
文
を
収
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
、
肉
体
と
精
神
の
面
で
の

腐
敗
は
い
か
に
再
生
に
連
結

す
る
か
、
あ
る
い
は
腐
敗
の

美
と
醜
、
恐
怖
と
希
望
な
ど

の
問
題
を
、
古
代
ギ
リ
シ
ア

か
ら
現
代
ま
で
、
文
学
・
美

術
・
宗
教
か
ら
医
療
、
科
学

に
わ
た
っ
て
広
く
論
じ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
、
「
フ
ラ
ン

ス
・
バ
ロ
ッ
ク
詩
に
お
け
る

死
と
再
生
」
と
題
さ
れ
る
伊

藤
論
文
は
、
一
六
世
紀
末
か

ら
一
七
世
紀
前
葉
に
か
け
て

の
フ
ラ
ン
ス
詩
で
屍
肉
と
腐

敗
が
飽
く
こ
と
な
く
詠
わ
れ

た
、
そ
の
背
後
に
あ
る
心
性

と
信
仰
を
、
同
時
代
の
エ
ン

ブ
レ
ム
や
解
剖
図
な
ど
と
関

連
さ
せ
な
が
ら
明
ら
か
に
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

　
共
著
者
は
教
養
部
教
授
。

慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
刊
。

四
二
二
㌻
。
本
体
価
格
四
、

二
〇
〇
円
。 

     

　
本
書
は
現
象
学
と
隣
接
分

野
と
の
対
話
と
協
働
の
試
み

で
あ
る
。
哲
学
や
思
想
は
も

ち
ろ
ん
、
心
理
学
や
ロ
ボ
ッ

ト
工
学
に
ま
で
及
ぶ
さ
ま
ざ

ま
な
話
題
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
現
象
学
と
い
う
と
、
意

識
作
用
の
精
緻
な
分
析
を
う

た
い
文
句
に
、
奇
妙
な
用
語

を
駆
使
す
る
特
殊
な
教
義
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
し
か
し

そ
の
展
開
を
た
ど
れ
ば
、
他

分
野
と
の
交
流
に
よ
っ
て
知

的
世
界
に
印
象
的
な
足
跡
を

残
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

本
書
も
ま
た
こ
う
し
た
開
か

れ
た
伝
統
に
棹
さ
し
て
い
る
。

学
問
の
枠
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

多
く
の
か
た
が
一
読
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
。 

　
編
著
者
は
教
養
部
教
授
。

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
刊
。
二
五 

（
５
面
７
段
目
へ
続
く
） 

　
Ｉ
Ｔ
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
分
野

で
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
を
持
つ

人
材
の
発
掘
・
育
成
を
目
指
す

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進

機
構「
未
踏
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
創

造
事
業
」に
、
情
報
科
学
研
究

科
博
士
課
程
一
年
近
藤
秀
樹
さ

ん
の
ア
イ
デ
ア
が
採
択
さ
れ
た
。 

　
近
藤
さ
ん
は
、
パ
ソ
コ
ン
で

行
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ワ
ー

プ
ロ
な
ど
の
操
作
を
、
人
が
認

知
す
る
視
点
で
、
体
系
的
に
記

録
す
る
ソ
フ
ト『
ね
こ
ろ
が
ー
』

を
研
究
開
発
し
て
お
り
、
こ
の

ア
イ
デ
ア
を
応
募
し
た
。
一
度

は
で
き
た
の
に
忘
れ
て
し
ま
っ

た
操
作
方
法
を
、
記
録
の
中
か

ら
、
人
が
記
憶
を
辿
る
よ
う
に

呼
び
出
す
点
が
特
徴
。 

　
ソ
フ
ト
は
試
作
品
段
階
に
き

て
お
り
、
今
後
、
使
い
易
さ
と

安
定
し
た
動
作
を
追
究
し
て
い

く
。
近
藤
さ
ん
に
は
同
機
構
か

ら
、
研
究
開
発
費
と
し
て
六
百

万
円
ま
で
認
め
ら
れ
る
。 

　
本
学
体
育
会
所
属
の
少
林
寺

拳
法
部
員
と
Ｏ
Ｂ
約
二
十
人
が

二
月
十
一
日
、
名
古
屋
市
・
名

北
小
学
校
と
共
同
で
、
同
小
学

校
や
地
区
の
児
童
ら
を
対
象
に

し
た
防
犯
教
室（
会
場
は
同
小

学
校
）を
開
催
し
た
。
　 

　
こ
の
防
犯
教
室
は
十
年
以
上

続
い
て
お
り
、
児
童
ら
約
六
十

人
が
護
身
術
を
学
ん
だ
。
部
員

ら
は
「
身
の
安
全
を
考
え
て
、

ま
ず
は
大
声
を
出
し
て
逃
げ
る

こ
と
」
を
強
調
。
大
声
の
出
し

方
や
、
身
を
守
る
た
め
の
逃
げ

方
を
教
え
た
。 

　
今
回
は
、
名
古
屋
市
北
警
察

署
や
北
区
少
年
補
導
委
員
会
の

防
犯
教
室
も
合
同
で
実
施
。
部

員
ら
は
、
参
加
し
た
地
区
の
防

犯
関
係
者
約
二
百
人
に
も
、
護

身
術
の
基
本
を
て
い
ね
い
に
指

導
し
た
。 

　
ひ
っ
た
く
り
や
傷
害
事
件
な

ど
の
発
生
が
年
々
増
え
て
い
る

た
め
、
部
員
ら
は
「
護
身
術
を

教
え
る
こ
と
で
、
被
害
に
遭
う

人
が
一
人
で
も
少
な
く
な
れ
ば
」

と
話
し
て
い
る
。 

　
本
学
図
書
館
の
検
索
シ
ス
テ

ム
が
、
新
年
度
の
春
学
期
開
講

を
前
に
三
月
二
十
八
日
、
全
面

的
に
新
し
く
な
り
、
よ
り
機
能

的
に
使
い
や
す
く
な
っ
た
。 

　
新
シ
ス
テ
ム
の
最
大
の
利
点

は
、
検
索
能
力
が
大
幅
に
ア
ッ

プ
し
た
こ
と
。
フ
リ
ー
ワ
ー
ド

の
高
速
文
字
列
検
索
機
能
を
備

え
て
い
る
た
め
、

書
名
の
一
部
し

か
分
か
ら
な
く
て
も
欲
し
い
資

料
が
豊
富
に
瞬
時
に
探
し
出
せ

る
。
絞
り
込
み
検
索
や
ブ
ッ
ク

マ
ー
ク
機
能
も
充
実
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
漢
字
統
合
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
に
対
応
し
て
旧
字
体
や
異

体
字
、
多
言
語
対
応
の
た
め
世

界
の
主
要
言
語
全
て
の
検
索
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　
検
索
は
学
内
の
名
古
屋
、
豊

田
両
図
書
館
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
法
学
文

献
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
公

開
し
て
い
る
全
国
の
大
学
図
書

館
の
資
料
が
可
能
。
新
シ
ス
テ

ム
の
稼
動
に
あ
わ
せ
、
図
書
館

四
施
設
に
あ
る
約
六
十
台
の
利

用
者
用
の
端
末
機
も
一
新
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
通
り
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
も
自
由
に
検
索
で
き

る
が
、
学
内
関
係
者
は
他
大
学

の
資
料
の
文
献
複
写
や
借
り
出

し
な
ど
も
自
宅
か
ら
で
き
る
。 

    

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館

の
開
館
時
間
を
四
月
十
一
日
か

ら
、
授
業
の
あ
る
平
日
は
午
後

八
時
（
従
来
は
六
時
）
ま
で
に

延
長
す
る
。 

　図書館のホームページも装いを
一新した。新システムの利用がよりし
やすいように左フレームに検索やデ
ータベースの機能一覧を整理してア
クセスがより速く、便利になった。 

著 
書 
著 
書 

身を守るための実践的な技を伝授する少林寺拳法部員 

近藤秀樹さん 

図
書
館
に
最
新
検
索
シ
ス
　

　
テ
ム 
図
書
館
に
最
新
検
索
シ
ス
　

　
テ
ム 

書
名
の
一
部
で
　
　
も

瞬
時 

主
要
外
語
全
て
対
応 

春
学
期
前
に
稼
動 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
一
新 

豊
田
図
書
館
の

開
館
時
間
延
長 

未
踏
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
創
造
事
業  

に 

近
藤
秀
樹
さ
ん（
　  

）の
研
究 
情
報
博 

士
１
年 

情
報
処
理
推
進
機
構
が
採
択 

小学生に護身術指導 
体育会の少林寺拳法部員 

腐
敗
と
再
生 

―
身
体
医
文
化
論
Ⅲ
― 

伊
藤
　
進
共
著 

現
象
学
と 

二
十
一
世
紀
の
知 

 

長
滝
　
祥
司
編
著 

自宅パソコン自宅パソコン 
アクセスＯＫアクセスＯＫ 
自宅パソコン 
アクセスＯＫ 



　
社
会
人
と
し
て
基
本
的
に
必

要
な
一
般
常
識
や
正
し
い
敬
語

の
使
い
方
を
身
に
つ
け
よ
う
と
、

秘
書
の
資
格
対
策
講
座
を
受
講

し
ま
し
た
。 

　
三
年
生
の
四
月
か
ら
始
め
て

六
月
の
二
級
試
験
、
十
一
月
の

準
一
級
試
験
に
そ
れ
ぞ
れ
合
格
、

そ
の
う
え
文
部
科
学
大
臣
奨
励

賞
を
い
た
だ
け
る
な
ん
て
、
自

分
で
も
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

講
座
の
先
生
が
熱
心
で
、
練
習

問
題
の
プ
リ
ン
ト
を
多
く
用
意

し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
四
日

市
か
ら
の
通
学
の
行
き
帰
り
の

電
車
な
ど
で
や
っ
た
の
が
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　
ア
ル
バ
イ
ト
先
な
ど
で
も
正

し
い
敬
語
修
得
の
必
要
性
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。
一
級
に
挑
戦

す
る
か
ど
う
か
は
も
う
少
し
経

っ
て
か
ら
決
め
ま
す
。
取
得
し

た
資
格
を
就
職
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
い
い
な
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
談
） 

　
資
格
取
得
の
国
家
試
験
や
各

種
団
体
・
連
盟
主
催
の
試
験
、

公
務
員
採
用
試
験
な
ど
の
現
役

（
在
学
生
）
合
格
者
が
、
〇
四

年
度
も
一
千
人
を
超
え
た
。 

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
学
内

開
講
の
資
格
対
策
講
座
を
受
け

た
学
生
を
対
象
に
行
っ
た
集
計

に
よ
る
と
、
〇
四
年
度
の
資
格

取
得
者
は
一
、
〇
四
二
人
。
前

年
比
二
六
五
人
の
大
幅
増
を
記

録
し
た
〇
三
年
度
の
一
、
一
五

〇
人
に
は
わ
ず
か
に
及
ば
な
か

っ
た
が
、
二
年
連
続
で
一
千
人

の
大
台
に
乗
せ
た
。 

　
こ
の
う
ち
、
宅
地
建
物
取
引

主
任
者
や
行
政
書
士
、
社
会
保

険
労
務
士
な
ど
の
国
家
試
験
資

格
の
合
格
者
は
二
八
一
人
。
〇

三
年
度
よ
り
四
二
人
多
く
、
講

座
ス
タ
ー
ト
以
来
七
年
連
続
の

増
加
と
な
っ
た
。 

　
一
方
、
公
務
員
採
用
試
験
の

合
格
者
は
国
家
Ⅱ
種
、
地
方
上

級
公
務
員
を
合
わ
せ
て
十
五
人
。

過
去
三
年
間
、
二
人
↓
八
人
↓

十
四
人
と
伸
ば
し
て
き
た
合
格

者
増
を
〇
四
年
度
も
維
持
し
た
。 

　
就
職
活
動
本
番
を
前
に
一
月

二
十
五
日
、
名
古
屋
、
豊
田
両

キ
ャ
ン
パ
ス
で
恒
例
の
就
職
激

励
会
が
開
か
れ
た
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
大
教
室
を
一
杯
に

し
た
三
年
生
た
ち
に
、
小
川
英

次
学
長
や
神
作
博
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
長
、
鈴
木
清

美
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
部
長
が
、

「
氷
河
期
を
脱
し
た
と
は
い
え

ま
だ
厳
し
い
」就
職
環
境
を
説

明
し
て
激
励
。小
川
学
長
は「
面

接
で
は
質
問
を
良
く
聞
き
、
自

信
を
持
っ
て
ゆ
っ
く
り
は
っ
き

り
答
え
る
こ
と
。
会
社
の
研
究

は
充
分
に
」
と
話
し
た
。 

　
各
学
部
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
運
営
委
員
の
教
員
ら
も
出
席

し
て
壇
上
に
勢
ぞ
ろ
い
。

三
年
生
代
表
ら
の
決
意

表
明
の
後
、全
員
で「
頑

張
ろ
う
」
コ
ー
ル
を
合

唱
し
た
。 

　
（財）
実
務
技
能
検
定
協
会
主
催

の
秘
書
技
能
検
定
試
験
に
本
学

は
〇
四
年
度
も
好
成
績
を
挙
げ

六
年
連
続
で
団
体
優
秀
賞
を
、

ま
た
心
理
学
部
三
年
伊
藤
実
希

さ
ん
が
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

を
獲
得
、
二

月
二
十
八
日
、

と
も
に
東
京

で
表
彰
さ
れ
た
。 

　
本
学
生
の

〇
四
年
度
の

合
格
者
は
、
準
一
級
二
十
八
人
、

二
級
八
十
三
人
。
こ
の
好
成
績

に
対
し
、
全
国
の
大
学
や
専
門

学
校
な
ど
の
団
体
受
験
校
・
事

業
所
一
、
九
三
九
団
体
の
う
ち

六
五
団
体
（
三
・
四
％
）
が
選

ば
れ
た
優
秀
賞
獲
得
団
体
に
本

学
が
入
っ
た
。
こ
れ
で
九
九
年

度
以
来
六
年
連
続
の
受
賞
。 

　
伊
藤
さ
ん
は
〇
四
年
六
月
の

試
験
で
二
級
、
十
一
月
の
試
験

で
準
一
級
に
連
続
合
格
。
特
に

二
級
の
試
験
で
高
得
点
を
挙
げ
、

〇
四
年
度
の
受
験
者
計
一
三
九
、

七
四
五
人
、
合
格
者
計
七
六
、

九
〇
四
人
中
わ
ず
か
六
人
に
与

え
ら
れ
た
文
部
科
学
大
臣
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
。 

受
付
期
間
　
四
月
中
旬
ま
で 

受
付
窓
口
　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
（
名
古
屋
、
豊
田
両
キ
ャ
ン

パ
ス
） 

　 　
在
学
生
の
皆
さ
ん
へ
　 

　
詳
細
は
別
途
配
布
す
る

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。 

行政書士 
宅地建物取引主任者 

国内旅行業務取扱主任者 
一般旅行業務取扱主任者 

社会保険労務士 

通関士 
初級システムアドミニストレータ 

112
21
4
52
54
10
28

2004 
年度 

281合計 221

資格対策講座 
国家試験等合格者 （人） 

公務員（国家Ⅱ種・地方上級） 

239

63

2002 
年度 

70
1
36
11
10
30

8

118

2003 
年度 

12
4
64
19
1
21

14 15
注：合格者数は資格対策講座を受講した 
　  現役学生を対象に集計 

「就職戦線を乗り切るぞ！」。強い決意に満ちあふれた
就職激励会＝名古屋キャンパスで 

文部科学大臣奨励賞を受けた
伊藤実希さん 

秘
書
技
能 

検
定
試
験 

合格 

団体優秀賞 

準一級 

二　級 

　年続けて 

伊
藤
実
希
さ
ん（
心
理

３
年

）は 

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞 

┐
電
車
の
中
で
も
勉
強
└ 

喜
び
の
伊
藤
実
希
さ
ん 

対策講座
受 講 生  

資
格
試
験
の
合
格 

一
千
人
超
す 

年
度
も 

公
務
員
に
も
　
人 

 

二
〇
〇
五
年
度
資
格
対
策
講
座 

の
受
講
受
け
付
け
》
》
》
》
》
》
》 

　年生の 就 職 激 励 会 



         

　
人
は
風
景
を
ど
の
よ
う
に

見
、
記
憶
の
な
か
で
再
生
し
、

新
た
な
創
造
に
向
か
う
の
か
。

こ
の
過
程
で
、
芸
術
家
は
い

か
な
る
独
創
を
発
揮
し
う
る

の
か
。 

　
本
書
は
膨
大
な
絵
画
図
版
、

資
料
、
逸
話
の
謎
を
解
き
な

が
ら
、
歴
史
学
に
豊
饒
な
新

地
平
を
拓
い
た
風
景
論
。
ト

イ
ト
ブ
ル
ク
の
戦
い
に
敗
れ

た
ロ
ー
マ
軍
の
誤
算
、
夏
の

ナ
ヴ
ォ
ナ
広
場
に
水
を
引
き

洗
礼
を
施
す
教
皇
の
権
謀
、

大
型
鉄
道
模
型
に
興
じ
る
ゲ

ー
リ
ン
ク
、
木
そ
の
も
の
か

ら
な
る
書
物
を
製
作
す
る
ア

ン
ゼ
ル
ム
・
キ
ー
フ
ァ
ー
の

本
質
回
帰
願
望
な
ど
、
歴
史

の
転
換
点
に
現
れ
る
人
物
や

場
、
そ
れ
ら
に
纏
わ
る
精
神

の
あ
り
よ
う
を
、
木
、
水
、

石
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
読
み
解

く
壮
大
な
文
明
論
。
図
版
三

〇
〇
点
。 

　
訳
者
は
教
養
部
教
授
。
河

出
書
房
新
社
刊
。
七
七
六
㌻
。

本
体
価
格
九
、
五
〇
〇
円
。 

    

　
本
書
は
、
個
別
的
労
使
関

係
法
に
関
す
る
コ
ン
パ
ク
ト

な
体
系
書
で
あ
る
が
、
全
十

八
章
か
ら
な
り
、
今
日
問
題

と
な
っ
て
い
る
個
別
的
労
使

関
係
法
分
野
の
全
て
の
問
題

を
論
じ
て
い
る
。 

　
各
テ
ー
マ
に
関
す
る
重
要

判
例
を
ほ
と
ん
ど
全
て
網
羅

し
て
お
り
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

に
お
け
る
基
本
書
と
し
て
の

対
応
を
意
識
し
た
出
版
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

同
時
に
本
書
は
、
社
会
保
険

労
務
士
試
験
の
テ
キ
ス
ト
と

し
て
、
ま
た
社
会
保
険
労
務

士
会
の
研
修
教
材
と
し
て
も

幅
広
く
活
用
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。 

　
著
書
は
法
務
研
究
科
長
（
ロ

ー
ス
ク
ー
ル
院
長
）
で
全
国

社
会
保
険
労
務
士
会
連
合
会

法
律
顧
問
。
社
団
法
人
全
国

労
働
基
準
関
係
団
体
連
合
会

刊
。
四
三
七
㌻
。
本
体
価
格

二
、
八
五
八
円
。 

　
本
学
園
は
、三
月
三
十
一
日
付
で
定
年
退
職
さ
れ
る
中
森
英
二

体
育
学
部
教
授
と
呉
世
煌
教
養
部
教
授
に
四
月
一
日
付
で
名
誉
教

授
の
称
号
を
授
与
す
る
。名
誉
教
授
の
称
号
授
与
は
六
十
四
人
と

な
る
。 

博
士
（
体
育
学
） 

若
山
　
裕
晃
さ
ん 

本
学
体
育
学
研
究
科
実
験
実
習

助
手
。
36
歳
▽
同
研
究
科
博
士

課
程
▽
日
本
人
を
対
象
と
し
た

ス
ポ
ー
ツ
達
成
志
向
性
に
関
す

る
基
礎
的
研
究 

  

博
士
（
法
学
） 

王
　
鉄
軍
さ
ん 

本
学
法
学
研
究
科
博
士
課
程
。

41
歳
▽
遼
寧
大
日
本
研
究
所
修

士
課
程
▽
日
本
帝
国
主
義
に
お

け
る
植
民
地
官
僚
制
度
の
研
究 

博
士
（
経
営
学
） 

杉
山
　
直
さ
ん 

本
学
経
営
学
研
究
科
博
士
課
程
。

45
歳
▽
同
研
究
科
修
士
課
程
▽

転
換
期
に
お
け
る
賃
金
制
度
の

研
究 

博
士
（
商
学
） 

孫
　
家
蓉
さ
ん 

本
学
教
養
部
非
常
勤
講
師
。
35

歳
▽
本
学
商
学
研
究
科
博
士
課

程
▽
中
国
農
村
に
お
け
る
正
規

及
び
非
正
規
金
融
の
動
向
と
課

題 博
士
（
情
報
科
学
） 

梶
山
　
民
人
さ
ん 

本
学
情
報
科
学
研
究
科
博
士
課

程
。
32
歳
▽
同
研
究
科
修
士
課

程
▽
２
部
グ
ラ
フ
に
基
づ
く
対

象
の
構
造
化
に
関
す
る
研
究 

渡
辺
　
恵
人
さ
ん 

本
学
情
報
科
学
研
究
科
博
士
課

程
。
27
歳
▽
同
研
究
科
修
士
課

程
▽
腹
部
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
像
を
用
い

た
計
算
機
支
援
診
断
シ
ス
テ
ム

の
開
発 

　
国
際
英
語
学
部
国
際
英
語
学

科
三
年
の
学
生
た
ち
が
一
月
十

九
日
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
・

ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
で
、
企
業
の
採

用
担
当
者
二
十
人
を
前
に
、
英

語
に
よ
る
発
表
会
を
行
っ
た
。 

　
来
年
三
月
、
国
際
英
語
学
科

初
の
卒
業
生
と
な
る
学
生
た
ち

は
、
厳
し
い
就
職
戦
線
を
見
据

え
て
、
培
っ
た
英
語
力
が
企
業

人
と
し
て
ど
こ
ま
で
通
用
す
る

か
を
検
証
す
る
た
め
に
自
ら
企

画
。
就
職
担
当
の
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
の
協
力
で
、
企
業
に
参

加
を
お
願
い
し
た
。 

　
発
表
会
は
「
終

身
雇
用
で
働
き
続

け
る
べ
き
か
、
転

職
す
べ
き
か
？
」

な
ど
、
三
つ
の
テ
ー
マ
を
デ
ィ

ベ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
形
式
で
行
い
、
白
熱
し
た
議

論
が
展
開
さ
れ
た
。 

　
参
加
し
た
採
用
担
当
者
か
ら

は「
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

隅
々
ま
で
行
き
届
い
た
私
た
ち

へ
の
配
慮
、
結
束
力
、
何
よ
り

も
楽
し
く
学
ん
で
い
る
姿
に
感

動
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
た
。 

　
発
表
会
で
自
信
を
つ
け
た
と

い
う
学
生
た
ち
。
英
語
力
と
前

向
き
な
姿
勢
を
武
器
に
、
三
月

か
ら
本
格
的
に
就
職
活
動
を
開

始
し
た
。 

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
校
友

会
本
部
の
共
催
で
一
月
二
十
九

日
、
「
第
一
回
中
京
大
学
同
窓

生
・
名
刺
交
換
会
」
が
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
の
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
た
。 

　
産
業
界
で
活
躍
す
る
同
窓
生

同
士
が
親
交
を
深
め
、
大
学
へ

の
理
解
も
深
め
て
も
ら
お
う
と

計
画
。
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、

静
岡
の
東
海
四
県
内
の
企
業
に

勤
め
る
同
窓
生
ら
に
呼
び
か
け

た
。 

　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
同
日

行
わ
れ
た
、
後
輩
の
三
年
生
の

た
め
の
「
卒
業
生
・
会
社
情
報

交
換
会
」
に
出
席
し
た
約
四
十

人
を
含
め
約
六
十
人
が
参
加
。

土
方
清
同
窓
会
長
（
サ
ー
ク
ル

Ｋ
サ
ン
ク
ス
社
長
）
、
梅
村
清

弘
総
長
・
理
事
長
、

小
川
英
次
学
長
の

挨
拶
、
水
谷
研
治

経
済
学
部
教
授
の

講
演
の
後
、
山
本

賢
二
・
三
重
銀
行

常
任
監
査
役
（
法

卒
）
の
音
頭
で
乾
杯
。
和
や
か

に
懇
談
し
、
名
刺
を
交
換
し
た
。 

　
次
回
か
ら
は
長
野
県
や
北
陸

の
企
業
に
勤
め
る
同
窓
生
に
も

呼
び
か
け
る
な
ど
規
模
を
広
げ

て
開
催
す
る
予
定
。 

、 

風
景
と
記
憶 

サ
イ
モ
ン・
　
　 

シ
ャ
ー
マ
著 

栂
　
正
行
他
訳 

実
務
労
働
法
Ⅰ 

 

橋
詰
　
洋
三
著 

著 
書 
著 
書 

講演を聴く同窓生の皆さん 

企業の採用担当者を前に、英語で議論する国際英語
学科の学生たち 

中森英二教授 

呉　世煌教授 

論
文
博
士 

課
程
博
士 

企
業
の
採
用 

担
当
者
に 

国
際
英
語
学
科
３
年 

産
業
界
同
窓
生
名
刺
交
換
会 

名
誉
教
授
に 

博
士
に
６
人 

後
輩
へ
の
情
報
提
供
も
期
待 

見事な白熱トーク 

中
森
英
二
教
授 

呉
　
世
煌
教
授 

体
育 

教
養 

３
月
19
日 

（
現
職
・
最
終
学
歴
・
学
位
論
文
） 



　
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
使
っ
て

演
奏
す
る
が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
に
捕
わ
れ
な
い
で
、
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
合
奏
し
て

い
る
。 

　
第
三
十
五
回
定
期
演
奏
会
は
、

演
奏
技
術
の
面
か
ら
見
て
決
し

て
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
か

っ
た
が
、
観
客
の
皆
様
か
ら
は

最
高
の
拍
手
を
い
た
だ
き
感
激

し
た
。
私
は
今
回
の
演
奏
会
を

通
し
て
、
音
楽
の
す
ば
ら
し
さ
、

音
楽
を
奏
で
る
こ
と
の
喜
び
、

そ
し
て
な
に
よ
り
も
最
高
の
拍

手
の
中
で
演
奏
で
き
る
幸
せ
を

感
じ
た
。 

　
こ
の
演
奏
会
で
得
た
事
を
生

か
し
、
次
の
公
演
で
も
最
高
の

演
奏
を
届
け
た
い
。 

（
経
済
２
・
田
　
泰
裕
） 

　
演
劇
部
劇
団
い
か
づ
ち
は
、

毎
年
、
年
三
回
の
公
演
に
向
け

て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

三
回
生
の
引
退
公
演
で
も
あ
る

師
走
公
演
に
向
け
て
、
自
分
た

ち
や
お
客
様
が
満
足
で
き
る
よ

う
な
芝
居
を
目
指
し
、
部
員
一

丸
と
な
っ
て
九
月
か
ら
活
動
を

行
っ
て
き
た
。
本
番
に
は
た
く

さ
ん
の
お
客
様
が
来
場
し
、
私

た
ち
も
精
一
杯
努
力
し
て
き
た

成
果
を
存
分
に
発
揮
し
た
。 

　
今
回
の
公
演
を
通
し
て
学
ん

だ
こ
と
、
成
長
し
た
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
を
決
し
て

忘
れ
ず
、
よ
り
よ
い
も
の
を
創

っ
て
い
き
、
次
回
の
公
演
に
も

活
か
し
た
い
。 

（
心
理
２
・
古
田
香
織
） 

　
今
回
の
梅
美
展
に
は
、
他
の

作
品
展
よ
り
も
か
な
り
大
き
い

90
㌢
×
60

㌢
と
い
う

サ
イ
ズ
の

作
品
を
展

示
し
た
。

作
品
が
大

き
い
た
め
、

制
作
に
手

間
と
時
間

が
か
か
っ

た
が
、
迫

力
の
あ
る

写
真
を
お

客
様
に
見

て
い
た
だ
け
た
と
思
う
。 

　
写
真
部
で
は
、
出
展
す
る
写

真
を
、
部
員
全
員
で
行
う
批
評

会
を
通
し
て
選
定
す
る
こ
と
で
、

部
員
の
レ
ベ
ル
向
上
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
も
各
々
が
目
指
す

写
真
を
撮
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
の
で
、
次
回
の
作
品
展
も

ぜ
ひ
ご
来
場
を
。 

（
心
理
２
・
小
林
裕
） 

　
書
道
部
は
、
部
員
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
好
き
な
言
葉
を
選

び
、
先
生
、
先
輩
方
に
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
作
品
を

作
り
上
げ
た
。
書
に
は
作
者
の

人
格
が
表
れ
る
と
い
う
。
今
回

の
展
覧
会
で
は
、
一
つ
一
つ
味

の
あ
る
作
品
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
と
思
う
。 

　
会
期
中
、
会
場
に
通
じ
る
道

路
が
塞
が
れ
る
ア
ク
シ

デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
た
が
、

各
ク
ラ
ブ
が
協
力
し
合
い
、

無
事
来
場
者
を
会
場
ま

で
誘
導
で
き
た
。 

　
来
場
者
の
皆
さ
ん
か

ら
良
き
批
評
を
い
た
だ
い
た
こ

と
は
、
部
員
一
同
、
嬉
し
い
限

り
で
あ
る
。 

（
言
語
表
現
２
・
河
原
昇
平
） 

　
梅
美
展
に
は
各
部
員
が
形
式

に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
個
性

を
生
か
し
た
作
品
を
出
品
し
た
。

展
覧
会
場
は
の
び
の
び
と
し
た

雰
囲
気
に
包
ま
れ
、

来
場
さ
れ
た
お
客

様
に
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
と
思
う
。 

　
今
年
は
、
写
真
部
、

書
道
部
、
美
術
部

に
よ
る
共
同
作
品

を
出
品
。
制
作
し

て
い
く
過
程
で
ク

ラ
ブ
間
の
交
流
も

深
ま
り
、
最
高
の

作
品
が
完
成
し
た
。 

（
経
営
２
・
新
納
重
和
） 

クラシックギターで様々なジャ
ンルのメロディーを奏でる部員 

孤独をテーマにした山崎晴菜さん
（心理２）の作品『Teddy bear』 

来場者のアンケートで高い評価
を受けた浅井桃子さん（法律１）
の作品「不思議にかられない話」 

味わい深い作品がずらりと並ぶ会場 

演劇『蒼原の東雲』のワンシーン。迫真の演技
が光る 

意
欲
満
々
の
発
表
会 

意
欲
満
々
の
発
表
会 

部
員
一
丸
と
な
り
熱
演 

写
真
部
／
美
術
部
／
書
道
部
の
合
同
企
画 

１
月
25
〜
30
日
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
矢
田 

梅
村
学
園
美
術
展 

第
43
回 

聴
衆
の
大
拍
手
に 

演
奏
の
幸
せ
満
喫 

大
サ
イ
ズ
の
作
品 

目
を
見
張
る
迫
力 

自
分
の
好
き
な
言
葉 

味
の
あ
る
作
品
揃
い 

個性生かし 
伸びやかに 

演
劇
部
　
劇
団
い
か
づ
ち 

ギターアンサンブル 

写真部 

書道部 

美
術
部 



　
吹
奏
楽
団
は
、
日
々
の
練
習

の
成
果
を
多
く
の
人
に
聴
い
て

い
た
だ
く
た
め
、
コ
ン
ク
ー
ル

や
芸
文
系
ク
ラ
ブ
発
表
会
等
、

様
々
な
機
会
を
借
り
て
演
奏
し

て
い
る
。
中
で
も
、
毎
年
大
勢

の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
い

て
い
る
定
期
演
奏
会
は
、
一

年
の
集
大
成
で
あ
る
。 

　
今
回
の
定
期
演
奏
会
は
、

「
心
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、

お
客
様
に
音
楽
を
楽
し
む
心

を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
九
月

か
ら
練
習
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
当
日
は
四
百
人

を
超
え
る
お
客
様
が
来
場
さ

れ
、
団
員
の
絆
も
一
層
深
ま

っ
た
。 

　
今
後
も
よ
り
よ
い
音
楽
を

創
っ
て
い
き
た
い
。 

（
法
律
２
・
原
田
奈
央
子
）  

　
私
た
ち
混
声
合
唱
団
は
、
愛

知
県
合
唱
祭
に
参
加
し
た
り
、

他
の
合
唱
団
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
う
な
ど
し
て
、

学
外
に
も
活
動
の
場
を
広
げ
て

い
る
。 

　
中
で
も
一
番
大
き
な
行
事
は
、

年
に
一
度
の
定
期
演
奏
会
で
、

今
回
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

顧
問
の
中
田
友
一
先
生
や
、
多

く
の
先
輩
方
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
。
団
員
も
一
致
団
結
し
、

最
高
の
演
奏
が
で
き
る
よ
う
練

習
し
た
。 

　
当
日
は
多
く
の
来
場
者
の
中
、

最
高
の
舞
台
で
楽
し
く
歌
う
こ

と
が
で
き
て
、
と
て
も
満
足
し

て
い
る
。
団
員
が
少
な
い
た
め
、
苦
労
も
多
か
っ
た
が
、
そ
の
分

達
成
感
は
大
き
く
、
団
員
同
士

の
結
束
も
強
く
な
っ
た
。 

（
経
済
２
・
伊
藤
匡
史
） 

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
子

ど
も
会
か
ら
依
頼
を
受
け
、
ク

リ
ス
マ
ス
会
で
人
形
劇
を
公
演

し
た
。
自
分
た
ち
で
作
っ
た
人

形
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー

の
人
形
劇
は
、
一
ヵ
月
と
い
う

短
期
間
で
仕

上
げ
る
た
め
、

役
者
の
練
習

時
間
を
合
わ

せ
る
の
に
一

苦
労
し
た
。

子
ど
も
達
が

楽
し
み
に
し

て
い
る
の
で
、

喜
ん
で
も
ら

え
る
人
形
劇

を
創
り
上
げ
よ
う
と
一
生
懸
命

頑
張
っ
た
。
　 

　
公
演
中
、
子
ど
も
達
の
笑
っ

た
顔
や
反
応
を
見
て
い
る
と
、

練
習
し
て
良
か
っ
た
と
心
の
底

か
ら
思
え
る
。
今
年
は
紙
芝
居

も
公
演
し
た
。
高
さ
一
㍍
も
あ

る
大
き
な
紙
芝
居
に
、
子
ど
も

達
は
大
変
喜
ん
で
い
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
を

見
て
い
き
た
い
。 

（
社
会
２
・
知
崎
建
太
） 

　
私
た
ち
軽
音
楽
部
は
、
十
二

月
二
十
三
日
に
第
三
十
二
回
リ

サ
イ
タ
ル
を
行
っ
た
。
部
員
の

過
半
数
が
初
心
者
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
自
分
た
ち
が
楽
し
め

る
演
奏
を
し
よ
う
と
、

部
員
全
員
が
日
々
熱
の

こ
も
っ
た
練
習
を
行
っ
た
。 

　
私
た
ち
は
ビ
ッ
グ
バ

ン
ド
形
式
の
ジ
ャ
ズ
を

や
っ
て
い
る
。
映
画
「
ス

ウ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ル
ズ
」

に
出
て
く
る
よ
う
な
、

大
人
数
で
演
奏
す
る
ジ

ャ
ズ
で
あ
る
。
た
く
さ

ん
の
メ
ン
バ
ー
で
演
奏

さ
れ
る
に
ぎ
や
か
な
音

楽
な
の
で
、
リ
サ
イ
タ
ル
に
来

た
お
客
様
は
、
知
ら
な
い
曲
で

も
楽
し
ん
で
聞
い
て
く
だ
さ
っ

た
。 （

心
理
２
・
小
倉
麻
友
子
） 

表情も豊かな数々
の人形はすべて
部員たちの手作り 

部
員
と
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
ら
が
協
力
し
て

開
催
し
た
定
期
演
奏
会 

戴
冠
式
行
進
曲
「
ク
ラ
ウ
ン
・
イ
ン
ペ
リ
ア

ル
」
を
演
奏
す
る
団
員
の
学
生
た
ち 

艶
っ
ぽ
い
音
色
を
奏

で
る
サ
ッ
ク
ス
パ
ー

ト
。
迫
力
満
点 

華
の
文
化
会
ク
ラ
ブ 

華
の
文
化
会
ク
ラ
ブ 

全員が一致団結し 
楽しく歌って最高！ 

手
作
り
人
形
劇
の
公
演 

子
ど
も
達
は
み
な
大
喜
び 

初心者も臆せず  
大人数で賑やかに 

┌
心
┘
をテーマに 

混
声
合
唱
団 

軽音楽部 

児
童
福
祉
活
動
部 

ち
る
ど
れ
ん 

吹
奏
楽
団 



　
二
〇
〇
四
年
度
交
換
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
本
学
が

派
遣
し
た
学
生
十
一
人
の
留

学
期
間
も
終
盤
に
さ
し
か
か
っ
た
。
米
国
に
留
学
中
の
本
学
学
生
三
人
に
、
こ
れ
か
ら
留
学
を

志
す
後
輩
た
ち
の
た
め
に
、
学
習
へ
の
取
り
組
み
や
文
化
・
慣
習
の
異
な
る
海
外
で
の
留
学
生

活
の
様
子
を
綴
っ
て
も
ら
っ
た
。
（
本
学
が
受
け
入
れ
た
海
外
か
ら
の
交
換
留
学
生
二
十
二
人

は
、
十
二
月
に
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
て
帰
国
し
た
。
） 

　
本
学
の
学
術
協
定
校
で
あ
る

韓
国
・
東
亜
大
学
校
の
催
在
龍

総
長
が
一
月
二
十
五
日
、
小
川

英
次
学
長
を
訪
問
し
、
交
換
留

学
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。 

　
東
亜
大
学
校
と
の
学
術
協
定

は
、
一
九
八
七
年
に
学
校
法
人

梅
村
学
園
と
の
間
で
締
結
、
一

九
九
六
年
、
本
学
と
の
直
接
締

結
に
変
更
し
た
。 

　
東
亜
大
学
校
は
、「
自
由
・

正
義
・
真
理
」を
建
学
の
精
神

と
し
て
一
九
四
六
年
に
設
立
。

十
一
学
部
、
二
万
二
千
人
の
学

生
を
擁
す
る
私
立
総
合
大
学
で
、

韓
国
内
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

研
究
と
教
育
を
誇
る
名
門
校
。

毎
年
、
語
学
力
の
高
い
優
秀
な

学
生
が
本
学
に
留
学
し
て
い
る
。 

　
国
際
セ
ン
タ
ー
は
、
催
総
長

と
小
川
学
長
の
懇
談
内
容
を
受

け
、
東
亜
大
学
校
と
の
学
生
交

流
を
よ
り
活
発
に
す
る
た
め
に
、

本
学
か
ら
東
亜
大
学
校
へ
の
交

換
留
学（
派
遣
）を
強
化
す
る
。 

　
留
学
を
通
し
て
、
世
界
中
に

か
け
が
え
の
な
い
友
達
が
沢
山

で
き
た
。
日
本
か
ら
遠
く
離
れ

た
ア
メ
リ
カ
で
の
一
人
暮
ら
し

で
、
助
け
て
く
れ
た
り
、
支
え

て
く
れ
る
の
は
友
達
だ
。
彼
ら

と
は
文
化
の
違
い
や
考
え
方
、

価
値
観
の
違
い
を
感
じ
る
。
そ

れ
は
留
学
を
し
た
か
ら
こ
そ
肌

で
感
じ
ら
れ
る
醍
醐
味
だ
。
日

本
を
外
側
、
世
界
規
模
の
視
点

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
価

値
観
が
す
ご
く
変
わ
っ
た
。
世

界
中
か
ら
興
味
を
も
た
れ
、
世

界
中
に
魅
力
を
感
じ
さ
せ
る
日

本
を
改
め
て
誇
り
に
思
っ
た
。 

　
留
学
し
て
精
神
面
の
自
己
管

理
に
一
番
苦
労
し
た
。
気
負
い

が
裏
目
に
出
て
し
ま
い
、
落
ち

込
ん
だ
り
、
自
分
に
腹
が
立
っ

た
り
、
情
け
な
く
感
じ
る
毎
日

だ
っ
た
。
先
の
見
え
な
い
不
安

感
。
ま
ず
は
自
分
の
ペ
ー
ス
を

創
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
。

自
分
が
本
当
に
し
た
い
こ
と
、

自
分
に
必
要
な
こ
と
は
何
な
の

か
。
焦
っ
て
は
自
分
を
見
失
っ

て
し
ま
う
。
も
っ
と
自
分
を
大

切
に
し
て
学
習
で
き
る
方
法
も

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。 

　
私
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
シ
ス

テ
ム
が
大
好
き
だ
。
授
業
の
内

容
、
討
論
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
場
、
沢
山
の
宿
題
が
私

の
頭
を
フ
ル
回
転
さ
せ
る
。
調

べ
た
り
、
考
え
た
り
、
人
と
話

し
合
っ
た
り
、
文
章
に
ま
と
め

た
り
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
世

界
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
。

私
は
今
、
学
ん
で
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
る
。 

　
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
私
の

中
の
常
識
が
変
わ
っ
た
。
世
の

中
に
は
本
当
に

い
ろ
い
ろ
な
考

え
方
が
あ
っ
て
、

何
が
い
い
と
か

悪
い
と
か
、
何

が
普
通
で
普
通

で
な
い
と
か
簡

単
に
言
え
な
く

な
っ
た
。
自
分

と
違
う
様
々
な

も
の
に
出
会
い
、

触
れ
合
い
、
ま

た
尊
重
し
て
い

く
う
ち
に
、
も

っ
と
自
分
ら
し

く
、
自
然
体
で

い
よ
う
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
。 

　
私
は
テ
ネ
シ

ー
が
大
好
き
だ
。

テ
ネ
シ
ー
で
の

留
学
が
、
私
に

人
生
を
楽
し
む

こ
と
の
大
切
さ

を
教
え
て
く
れ
た
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
自
分
の
考
え

方
一
つ
で
す
ば
ら
し
い
経
験
に

な
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
せ

て
く
れ
た
。 

　
初
め
て
授
業
を
受
け
た
日
、

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
学
力
の
開
き

を
感
じ
て
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。 

　
主
と
し
て
勉
強
し
た
か
っ
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
講
義
は
、

卒
業
後
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
関

係
の
就
職
を
本
気
で
目
指
し
　

　
て
い
る
学
生
向
け
の
内
容
で
、

か
な
り
専
門
的
な
の
に
戸
惑
っ

た
。
日
々
出
さ
れ
る
課
題
や
レ

ポ
ー
ト
の
量
も
多
く
、
週
に
二

日
は
徹
夜
に
な
る
ほ
ど
だ
。 

　
ア
メ
リ
カ
の

学
生
は
授
業
に

対
す
る
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
高
く
、

よ
く
勉
強
す
る
。

学
ぶ
内
容
の
レ

ベ
ル
も
高
い
。

言
葉
の
ハ
ン
デ

ィ
が
あ
る
私
は
、

彼
ら
の
数
倍
は
勉
強
し
な
い
と

つ
い
て
い
け
な
い
。
チ
ュ
ー
タ

ー
制
度
な
ど

の
教
育
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム

を
有
効
に
利

用
し
な
が
ら
、

必
死
に
毎
日

を
送
っ
て
い

る
。 

　
勉
学
で
も

遊
び
で
も
、

と
に
か
く
自

己
主
張
す
る

精
神
が
と
て
も
大
切
。
自
分
が

ど
れ
だ
け
積
極
的
に
物
事
に
取

り
組
め
る
か
が
、
留
学
を
よ
り

実
り
の
あ
る
も
の
に
す
る
鍵
だ

と
実
感
し
て
い
る
。 

学生交流について話し合い、握手
する小川学長（左）と催総長 

「自分らしく、自然体」を心掛ける五藤さん（右） 

留
学
生
仲
間
に
囲
ま
れ
た
木
村
さ
ん 

（
前
列
左
か
ら
３
人
目
） 

何
事
に
も
積
極
的
に
取
組
ん
だ
宮
野
さ
ん（
右
） 

米
留
学
の
　
人
か
ら
便
り 

33

イ
ー
ス
ト
テ
ネ
シ
ー
州
立
大
学 

五
藤
芙
美
さ
　
　
ん 

心
理
学
部 

４
　
　
年 

ボ
ー
ル
州
立
大
学 

宮
野
　
恵
さ
　
　
ん 

国
際
英
語 

学
部
３
年 

ウ
ェ
ス
ト
ジ
ョ
ー
ジ
ア 

州
立
大
学 

木
村
真
紀
さ
　
　
ん 

国
際
英
語 

学
部
３
年 

学生交流を拡充へ 
韓国・東亜大学校総長 
小川学長を訪問・懇談 



　
文
化
会
の
年
間
行
事
の
一
つ

で
あ
る
冬
季
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ

ン
プ
が
、二
月
十
三
―
十
五
日

の
日
程
で
行
わ
れ
、
和
歌
山
の

地
に
会
員
百
人
が
集
っ
た
。 

　
文
化
会
執
行
部
は
、
今
回
の

リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
の
方
針

と
し
て
「
他
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
」

を
大
き
く
掲
げ
、
ク
ラ
ブ
間
の

交
流
を
深
め
る
た
め
に
多
く
の

企
画
を
行
っ
た
。
ブ
ロ

ッ
ク
別
行
動
で
は
、「
ク

ラ
ブ
の
枠
を
超
え
た
友

人
関
係
を
築
く
こ
と
が

で
き
た
」と
い
う
声
が
会

員
か
ら
た
く
さ
ん
出
て

い
た
。
役
職
別
会
議
も

充
実
し
た
内
容
と
な
っ
た
。 

　
今
回
の
経
験
が
、
参

加
し
た
会
員
に
と
っ
て

少
し
で
も
価
値
の
あ
る

も
の
に
な
れ
ば
と
思
う
。 

（
情
報
３
・
春
田
裕
典
） 

　
体
育
会
の
第
三
十
八
回
リ
ー

ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
が
、
二
月
九

―
十
一
日
に
三
重
県
多
気
郡
明

和
町
で
行
わ
れ
た
。 

　
今
回
は
「
理
想
」
を
テ
ー
マ

に
、
目
標
・
理
想
を
叶
え
る
た

め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
話
し

合
い
、
加
盟
ク
ラ
ブ
の
主
将
・

主
務
ら
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
た
。 

　
体
操
競
技
部
顧
問
の
中
山
彰

規
体
育
学
部
教
授
が
、
現
役
時

代
の
経
験
を
も
と
に
、

理
想
の
実
現
に
つ
い

て
講
演
し
て
く
だ
さ
り
、

基
本
が
最
も
大
切
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。 

　
各
ク
ラ
ブ
が
今
回

の
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
で
得

た
も
の
を
生
か
し
て
、
各
々
の

理
想
を
実
現
さ
せ
て
欲
し
い
と

思
う
。 

（
商
１
・
堀
池
亮
太
） 

授
業
料 

教
育
充
実
費 

実
験
実
習
費 

合
計 

オリエンテー 
ション実習費 

海外研修費 

体育学部特別施設設備費 

体育学部特別施設設備費 

入学金 
１年次 2年次 3年次 4年次 合計 

2年次 3年次 4年次 

年次 項目 

年次 項目 

授
業
料 

教
育
充
実
費 

実
験
実
習
費 

合
計 

海外研修費 

社会・法・経済・経営・商学部 
文学部 
国際英語学部（国際英語） 
国際英語学部（英米文化） 
心理学部 
情報科学部 
生命システム工学部 
体育学部 
文・社会・法・経済・経営・商学部 
国際英語学部（国際英語） 
国際英語学部（英米文化） 
心理学部 
情報科学部（情報科・認知科） 
情報科学部（メディア科） 
生命システム工学部 
体育学部 

心理学部 
情報科学部 
生命システム工学部 
体育学部 
国際英語学部（国際英語） 
文学部 
社会・法・経済・経営・商学部 
国際英語学部（国際英語） 
国際英語学部（英米文化） 
心理学部 
情報科学部（情報科・認知科） 
情報科学部（メディア科） 
生命システム工学部 
体育学部 

725,000
745,000
755,000
745,000
780,000
850,000
850,000
810,000
215,000
255,000
225,000
260,000
295,000
330,000
330,000
285,000

10,000
60,000
60,000
20,000

350,000
960,000
940,000

1,360,000
970,000

1,050,000
1,205,000
1,240,000
1,240,000
1,165,000

50,000

725,000
745,000
755,000
745,000
780,000
850,000

810,000
215,000
245,000
225,000
260,000
295,000
325,000

285,000

10,000
60,000

20,000

960,000
940,000

1,000,000
970,000

1,050,000
1,205,000
1,235,000

1,165,000

50,000

740,000
740,000
760,000
760,000
795,000
865,000

825,000
215,000
235,000
225,000
260,000
295,000
320,000

285,000

10,000
60,000

20,000

955,000
955,000
995,000
985,000

1,065,000
1,220,000
1,245,000

1,180,000

50,000

社会・法・経済・経営学部 
文学部 
国際英語学部（国際英語） 
国際英語学部（英米文化） 
心理学部 
総合政策学部 
情報科学部 
生命システム工学部 
体育学部 

725,000
745,000
755,000
745,000
780,000
775,000
850,000
850,000
810,000

社会・法・経済・経営学部 
文学部 
国際英語学部（国際英語） 
国際英語学部（英米文化） 
心理学部 
総合政策学部 
情報科学部（情報科・認知科） 
情報科学部（メディア科） 
生命システム工学部 
体育学部 

215,000
215,000
265,000
225,000
260,000
215,000
295,000
330,000
330,000
285,000

50,000
心理学部 
経営学部 
情報科学部（情報科・認知科） 
情報科学部（メディア科） 
生命システム工学部 
体育学部 

30,000
30,000
60,000
95,000
60,000
40,000

文学部 6,000
国際英語学部（国際英語） 250,000
文学部 
国際英語学部（国際英語） 
国際英語学部（英米文化） 
心理学部 
社会・法・経済学部 
総合政策学部 
経営学部 
情報科学部（情報科・認知科） 
情報科学部（メディア科） 
生命システム工学部 
体育学部 

1,166,000
1,470,000
1,170,000
1,270,000
1,140,000
1,190,000
1,170,000
1,405,000
1,475,000
1,440,000
1,385,000

200,000
735,000
755,000
765,000
755,000
790,000
785,000
860,000
860,000
820,000
215,000
215,000
265,000
225,000
260,000
215,000
295,000
330,000
330,000
285,000

50,000
10,000

60,000
60,000
60,000
20,000

350,000
970,000

1,380,000
980,000

1,060,000
950,000

1,000,000
950,000

1,215,000
1,250,000
1,250,000
1,175,000

745,000
765,000
775,000
765,000
800,000
795,000
870,000
870,000
830,000
215,000
215,000
265,000
225,000
260,000
215,000
295,000
330,000
330,000
285,000

50,000
10,000

60,000
60,000
60,000
20,000

980,000
1,040,000

990,000
1,070,000

960,000
1,010,000

960,000
1,225,000
1,260,000
1,260,000
1,185,000

755,000
775,000
785,000
775,000
810,000
805,000
880,000
880,000
840,000
215,000
215,000
265,000
225,000
260,000
215,000
295,000
330,000
330,000
285,000

50,000
10,000

60,000
60,000
60,000
20,000

990,000
1,050,000
1,000,000
1,080,000

970,000
1,020,000

970,000
1,235,000
1,270,000
1,270,000
1,195,000

2,960,000
3,040,000
3,080,000
3,040,000
3,180,000
3,160,000
3,460,000
3,460,000
3,300,000

860,000
860,000

1,060,000
900,000

1,040,000
860,000

1,180,000
1,320,000
1,320,000
1,140,000

200,000
60,000
30,000

240,000
275,000
240,000
100,000

6,000
600,000

4,106,000
4,940,000
4,140,000
4,480,000
4,020,000
4,220,000
4,050,000
5,080,000
5,255,000
5,220,000
4,940,000

200,000

倒立を手本に、基
本の大切さを力説
する中山彰規体育
学部教授 

「
良
い
ク
ラ
ブ
活
動
と
は
」

の
議
題
で
討
論
す
る
文
化

会
会
員
の
学
生
た
ち 

在学生の学費 

入学生の４年間学費 （単位・円） 

（単位・円） 

本学の学費 学部・学科別 100人が親密に 
クラブ間交流 

┐

理
想
└
目
指
し
懇
談 



　
情
報
科
学
部
メ
デ
ィ
ア
科
学

科
の
遠
藤
守
講
師
を
中
心
と
す

る
グ
ル
ー
プ
が
、
高
齢
者
ら
Ｉ

Ｔ
弱
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ

ト
「
ら
く
ら
く
パ
ソ
コ
ン
ｅ
‐

な
も
（
え
え
な
も
）
く
ん
」
を

開
発
し
た
。 

　
名
古
屋
市
な
ど
が
推
進
す
る

「
高
齢
者
で
も
簡
単
に
使
え
る

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
」
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
遠
藤
講
師
の
ア
イ

デ
ア
が
採
択
さ
れ
、
同
じ
メ
デ

ィ
ア
科
学
科
の
宮
崎
慎
也
助
教

授
、
山
田
雅
之
講
師
と
名
古
屋

大
学
が
協
力
し
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
開
発
を
行
っ
た
。
ソ
フ
ト
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
電
子
メ
ー

ル
の
二
つ
の
機
能
に
限
定
し
、

い
ず
れ
も
マ
ウ
ス
の
操
作
の
み

で
簡
単
に
扱
え
る
の
が
特
徴
。

ひ
ら
が
な
や
英
字
、
数
字
な
ど

の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ

け
で
済
む
。 

　
名
古
屋
市
は
二
〇
〇
五
年
度
、

操
作
方
法
を
教
え
る
講
習
会
を

開
く
ほ
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ソ

コ
ン
を
取
り
扱
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協

力
を
得
て
、
旧
型
パ
ソ
コ
ン
を

低
価
格
で
譲
渡
し
て
い
く
。 

　
司
法
試
験
に
合
格
し「
社
会

研
修
」
中
の
司
法
修
習
生
六
人

が
一
月
二
十
四
日
、
読
売
新
聞

中
部
支
社
の
教
育
担
当
記
者
と

と
も
に
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
・

大
学
院
棟
の
法
科
大
学
院
を
訪

れ
た
。 

　
社
会
研
修
は
司
法
修
習
の
一

環
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
制

度
。
男
性
四
人
、
女
性
二
人
の

司
法
修
習
生
ら
は
同
支
社
で
三

日
間
研
修
し
た
初
日
に
法
科
大

学
院
を
訪
れ
、
施
設
を
見
て
回

り
、
院
長
の
橋
詰
洋
三
教
授
に

体
験
取
材
を
行
っ
た
。 

　
同
行
し
た
記
者
に
よ
る
と
、

六
人
は
「
充
実
し
た
施
設
に
対

し
、
学
費
が
低
額
な
の
に
驚
い

た
」「
恵
ま
れ
た
学
習
環
境
で

勉
強
し
た
院
生
た
ち
の
新
司
法

試
験
合
格
率
が
ど
う
な
る
か
。

法
科
大
学
院
の
真
価
が
問
わ
れ

る
の
は
そ
の
時
」
な
ど
と
感
想

を
語
っ
て
い
た
と
い
う
。 

　
〇
五
年
度
の
教
育
懇
談
会
の

日
程
が
決
ま
っ
た
。
学
生
の
保

護
者
（
教
育
後
援
会
員
）
を
対

象
に
、
六
月
十
一
日
―
七
月
三

十
日
の
土
・
日
曜
日
に
全
国
二

十
八
都
市
（
二
十
九
会
場
）
で

開
か
れ
る
。 

　
中
京
大
学
教
育
後
援
会
が
主

催
、
各
会
場
に
は
梅
村
清
弘
総

長
、
小
川
英
次
学
長
、
教
職
員

ら
が
分
担
し
て
参
加
し
、
大
学

の
現
況
な
ど
を
報
告
。
学
業
、

学
生
生
活
、
就
職
な
ど
の
相
談

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
。 

　
開
催
都
道
府
県
・
市
は
次
の

と
お
り
。 

　
北
海
道
、
青
森
、
岩
手
、
宮

城
、
福
島
、
栃
木
、
東
京
、
群

馬
、
新
潟
、
静
岡
、
浜
松
、
富

山
、
岐
阜
、
豊
橋
、
豊
田
、
名

古
屋
、
津
、
松
阪
、
滋
賀
、
大

阪
、
岡
山
、
広
島
、
香
川
、
徳

島
、
福
岡
、
佐
賀
、
熊
本
、
宮

崎 

❖
❖
❖
　 

 

教
育
懇
談
会
の
お
問
い
合
わ

せ
は
校
友
会
本
部
（
電
話
０
５

２
―
８
３
５
―
７
１
４
０
）へ
。 

　
元
教
養
部
教
授
で
名
誉
教
授

の
前
川
漸
（
ま
え
か
わ
・
す
す

む
）
先
生
は
２
月
19
日
死
去
さ

れ
ま
し
た
。
71
歳
。
'66
―
'04
年

在
職
、
ロ
シ
ア
語
。 

　
わ
が
国
を
代
表
す
る
書
道
展

の
一
つ
、
謙
慎
書
道
会
・
第
六

十
七
回
展
で
、
本
学
の
同
窓
生

三
人
が
入
賞
し
た
。 

　
特
別
賞
・
春
興
賞
に
寺
尾
荘

平
さ
ん
（
桑
林
、
七
九
年
国
文

卒
、
本
学
大
学

院
事
務
室
課
長
）、

特
選
・
謙
慎
賞

に
白
井
多
佳
江

さ
ん
（
景
星
、
七
二
年
国
文
卒
、

書
道
塾
経
営
）
と
直
井
誠
さ
ん

（
貞
松
、
九
七
年
国
文
卒
、
愛

知
県
立
岩
倉
総
合
高
校
教
員
）
。

三
人
と
も
樽
本
英
信
（
樹
邨
）

名
誉
教
授
（
日
展
審
査
員
）
の

指
導
を
受
け
、
漢
字
部
門
で
入

賞
し
た
。 

　
寺
尾
さ
ん
は
第
六
十
四
回
展

で
は
最
高
位
の
西
川
賞
を
獲
っ

て
い
る
。 

　
愛
知
県
東
海
市
立
富
木
島
中

学
校
教
諭
の
笠
木
節
男
さ
ん（
八

一
年
体
育
学
科
卒
）
が
、
同
市

の
教
育
功
労
表
彰
を
受
け
、
二

月
二
十
五
日
付
朝
日
新
聞
愛
知

総
合
版
の
「
ひ
と
」
欄
で
紹
介

さ
れ
た
。 

　
笠
木
さ
ん
は
、
東
海
市
や
武

豊
町
の
小
、
中
学
校
を
経
て
、

九
九
年
か
ら
富
木
島
中
に
勤
務
、

保
健
体
育
を
担
当
し
て
い
る
。

「
子
供
た
ち
が
大
好
き
」
と
い

う
人
柄
と
情
熱
を
買
わ
れ
、
前

任
校
で
は
生
徒
指
導
や
進
路
指

導
主
事
を
、
富
木
島
中
で
は
不

登
校
担
当
教
員
を

務
め
て
い
る
。 

　
表
彰
を
受
け
た

の
は
、
担
任
や
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
ら
と

グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
そ
の
ま
と

め
役
と
な
り
不
登
校
生
徒
の
指

導
に
親
身
に
あ
た
っ
て
き
た
実

績
が
認
め
ら
れ
た
た
め
。
同
中

の
不
登
校
生
徒
は
〇
二
年
度
三

十
三
人
、
〇
三
年
度
二
十
二
人
、

〇
四
年
度
十
八
人
と
着
実
に
減

少
。
笠
木
さ
ん
は
「
生
徒
と
一

緒
に
い
る
と
楽
し
い
。
極
力
生

徒
の
傍
に
い
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
問
題
の
あ
る
生
徒
も
誰
か

が
分
か
っ
て
守
っ
て
あ
げ
な
い

と
」
と
話
し
て
い
る
。 

不登校生徒の指導で実績をあげた
笠木さんを紹介する2月25日付朝日
新聞愛知総合版の「ひと」欄 

橋詰洋三法科大学院長（右）の説明を
聞く司法修習生たち 

（読売新聞社提供） 

ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ

け
で
簡
単
操
作
。「
ら
く
ら

く
パ
ソ
コ
ン
ｅ
‐
な
も（
え
え

な
も
）く
ん
」
の
入
力
画
面 

簡
単
操
作

簡
単
操
作 

簡
単
操
作 

訃
　
　
報 

名
誉
教
授 

前
川
　
　
漸
さ
ん 

パソコンソフト 

名
古
屋
市
の
情
報
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

情
報
科
学
　
　
が
開
発 

教
　
　
員 

グ
ル
ー
プ 

遠
藤  

守
講
師
を
中
心
に 

６
〜
７
月 

全
国
　 

都
市
で 

体
育
Ｏ
Ｂ
、笠
木
節
男
さ
　
　
ん

が 

東
海
市
の
教
育
功
労
表
彰 

充実した施設に驚く 

司法修習生　人が 
法科大学院で研修 

謙
慎
書
道
会
展
で

同
窓
生
　
人
入
賞 

高 齢 者 向 け 
教
育
懇
談
会
を
開
催 



　
輿
水
大
和
情
報
科
学
部
教
授

の
研
究
室
が
中
心
と
な
っ
て
開

発
し
た
似
顔
絵
を
描
く
ロ
ボ
ッ

ト
が
、
愛
知
万
博
会
場
で
展
示

さ
れ
実
演
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
六
月
九
―
十
九
日
の
ロ
ボ

ッ
ト
週
間
中
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
施
設
「
モ
リ
ゾ
ー
・
キ
ッ
コ

ロ
メ
ッ
セ
」
で
活
躍
す
る
。 

　
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
「
似
顔
絵
ロ

ボ
ッ
ト
絵
師
・
ク
ー
パ
ー
」
と

名
付
け
ら
れ
、
カ
メ
ラ
で
顔
の

特
徴
を
読
み
取
っ
た
後
、
特
徴

を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
、
似
顔
絵
画

家
さ
な
が
ら
に
描
い
て
い
く
。

当
日
の
キ
ャ
ン
バ
ス
は
海
老
せ

ん
べ
い
、
筆
は
レ
ー
ザ
ー
ペ
ン

で
、
来
場
者
は
自
分
の
似
顔
絵

が
描
か
れ
た
せ
ん
べ
い
を
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
㈱
吉
川
機
械

製
作
所
（
本
社
・
愛
知
県
大
府

市
）
を
中
心
と
し
た
異
業
種
交

流
会
「
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
豊
明
」

と
共
同
で
開
発
。
輿
水
研
究
室

は
、
顔
の
特
徴
を
読
み
取
っ
て

表
情
を
デ
フ
ォ
ル
メ
す
る
ソ
フ

ト
の
開
発
を
担
当
し
た
。 

　
野
浪
亨
・
生
命
シ
ス
テ
ム
工

学
部
教
授
は
、
タ
イ
国
立
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
し
た
。
任

期
は
二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
六
年

の
二
年
間
。 

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
二
〇
〇
四

年
に
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
連

の
研
究
・
開
発

を
目
的
に
設
立

さ
れ
た
タ
イ
国

立
科
学
技
術
開

発
庁
所
属
の
研

究
所
。
野
浪
教

授
は
同
研
究
所
長
の
ウ
ィ
ウ
・

タ
ン
ザ
パ
ニ
チ
ャ
ク
ー
ン
博
士

の
要
請
を
受
け
、
研
究
所
の
方

向
性
や
研
究
内
容
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
ナ
ノ

材
料
の
研
究
を
行
っ
て
き
た
立

場
か
ら
技
術
的
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
。 

　
鳥
脇
純
一
郎
生
命
シ
ス
テ
ム

工
学
部
教
授
ら
が
二
〇
〇
四
年

度
北
米
放
射
線
学
会
（
米
・
シ

カ
ゴ
）
で
発
表
し
た
論
文
が
優

秀
演
題
賞
を
獲
得
し
た
。 

　
同
学
会

は
、
放
射

線
医
学
と

医
用
画
像

関
連
で
は

世
界
最
大

規
模
の
学
会
の
一
つ
。
六
万
人

が
参
加
し
、
約
三
千
三
百
の
論

文
が
発
表
さ
れ
た
。 

　
放
射
線
情
報
の
電
算
処
理
部

門
で
受
賞
し
た
三
編
の
う
ち
の

一
編
に
選
ば
れ
た
鳥
脇
教
授
ら

の
論
文
は
「
仮
想
化
気
管
支
内

視
鏡
の
た
め
の
気
管
支
枝
の
自

動
分
類
と
名
称
生
成
法
」
。
鳥

脇
教
授
が
一
九
九
四
年
に
仮
想

化
内
視
鏡
を
初
め
て
提
案
し
、

札
幌
医
科
大
や
名
古
屋
大
の
研

究
者
ら
と
重
ね
て
き
た
研
究
の

成
果
を
発
表
。
極
め
て
高
度
な

知
的
診
断
支
援
を
実
現
し
た
点

が
評
価
さ
れ
た
。 

　
文
学
部
言
語
表
現
学
科
の
関

根
豊
（
玉
振
）
講
師
が
第
三
十

六
回
日
展
東
海
展
書
部
門
の
中

日
賞
を
獲
得
、
一
月
二
十
九
日

表
彰
さ
れ
た
。 

　
関
根
講
師
は
古
代
中
国

の
篆
書
（
て
ん
し
ょ
）
を

現
代
的
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

作
品
を
得
意
と
し
、
三
十

六
回
展
で
は
奥
深
さ
を
意

味
す
る
「
深
處
（
し
ん
し

ょ
）
」
の
文
字
で
受
賞
、

入
選
回
数
を
十
六
回
に
伸

ば
し
た
。 

「
愛
・
地
球
博
一
〇
〇
日
前
記

念
フ
ェ
ア
」
が
昨
年
十
二
月
、

松
坂
屋
本
店（
名
古
屋
）
オ
ル

ガ
ン
広
場
で
開
催
さ
れ
、
そ
の

初
日
に
行
わ
れ
た
「
光
触
媒
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
」
に
出
演
し
た
。 

　
太
陽
光
に
も
含
ま
れ
る
紫
外

線
に
反
応
し
て
有
機
物
を
分
解

す
る
光
触
媒
は
環
境
保
全
材
料

の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
、

一
部
は
防
汚
外
壁
や
シ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
症
候
群
対
策
、
抗
菌
材
料

と
し
て
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。 

　
野
浪
研
究
室
で
は
光
触
媒
を

さ
ら
に
高
度
化
し
た
「
多
機
能

光
触
媒
材
料
」
の
研
究
開
発
や

医
療
分
野
へ
の
応
用
研
究
を
行

っ
て
い
る
。
同
時
に
私
は
光
触

媒
を
企
業
化
す
る
た
め
に
設
立

さ
れ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
「
㈱

ノ
ナ
ミ
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
役
員

に
就
任
し
商
品
化
を
進
め
て
い

る
が
、
愛
・
地
球
博
で
も
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
モ
リ
ゾ
ー
」

「
キ
ッ
コ
ロ
」
の
貯
金
箱
な
ど

に
技
術
が
生
か
さ
れ
、
万
博
グ

ッ
ズ
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。 

　
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
午
前
と
午

後
の
二
回
開
催
さ
れ
た
。
司
会

者
と
の
や
り
と
り
に
よ
り
、
私

た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
浸

透
し
つ
つ
あ
る
光
触
媒
に
つ
い

て
平
易
に
解
説
し
、
実
際
に
汚

れ
を
分
解
す
る
公
開
実
験
も
行

っ
た
。
多
数
の
主
婦
や
カ
ッ
プ

ル
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ら
が
訪
れ
、

環
境
問
題
に
対
す
る
関
心
の
深

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
今
ま

で
以
上
に
研
究
開
発
を
進
め
る

必
要
性
を
痛
感
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
野
浪
研
究

室
で
は
光
触
媒
を
は
じ
め

と
し
た
環
境
に
や
さ
し
い「
エ

コ
マ
テ
リ
ア
ル
」
の
研
究

を
精
力
的
に
進
め
世
界
へ

向
け
て
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。（
多
機

能
光
触
媒
に
つ
い
て
詳
し

く
は
小
職
著
「
図
解
光
触

媒
と
ア
パ
タ
イ
ト
」
＝
日

刊
工
業
新
聞
社
刊
＝
を
参

照
さ
れ
た
い
） 

光触媒の技術を生かして商品化された万博グ
ッズなどを前に話す野浪教授＝松坂屋本店で 

「
ク
ー
パ
ー
」
が
描
い
た
似
顔
絵（
右
上
）と
モ
デ
ル
に
な
っ
た

情
報
科
学
部
四
年 

柳
実
さ
ん（
左
上
の
円
内
） 

関根　豊講師 

鳥脇純一郎教授 

【両脇部】 

野
浪
　
亨 

生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
教
授 

野
浪
　
亨
教
授 

タ
イ
国
立
研
究
所 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に 

似顔絵 　 ロボット 

愛知万博で活躍へ 
輿水大和研究室が開発 

描 く 

北
米
放
射
線
学
会
の
優
秀
演
題
賞 

鳥
脇
純
一
郎
教
授
ら
受
賞 

―
― 

内
視
鏡
診
断
を
支
援
す
る
研
究 

日
展
東
海
展 

関
根
　
豊
講
　
　
師 

中
日
賞
受
賞 書 

簡
単
操
作 



▽
国
民
体
育
大
会
功
労
者 

　
岩
城
甚
吉（
六
九
年
体
育
卒
・

三
重
県
体
育
協
会
）
、
渡
部
和

典（
七
四
年
体
育
卒
・
愛
媛
県

体
育
協
会
） 

▽
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
表
彰 

　
谷
田
道
治（
六
七
年
商
卒
・

体
操
競
技
）
、
斉
藤
敬
男
（
七

二
年
商
卒
・
ス
キ
ー
・
心
理
学

部
事
務
室
）
、
辻
野
朝
晟
（
六

六
年
体
育
卒
・
体
操
競
技
）
、

松
田
博
明
（
八
〇
年
体
育
卒
・

水
泳
競
技
）
、
猪
俣
公
宏
（
体

育
学
部
教
授
） 

　
第
五
十
四
回
日
本
ス
ポ
ー
ツ

賞
（
読
売
新
聞
社
制
定
）の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
特
別
賞
に
ア
テ
ネ

五
輪
陸
上
男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ

の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
室
伏
広
治
選

手（
体
育
学
研
究
科
研
究
生
、

ミ
ズ
ノ
）ら
が
選
ば
れ
、
一

月
二
十
七
日
表
彰
さ
れ
た
。 

❖ 

　
室
伏
選
手
に
は
同
二
十
日
、

〇
四
年
度
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
賞

（
朝
日
新
聞
社
主
催
）
も
贈

ら
れ
た
。 

　
全
国
優
勝
七
回
を
誇
る
準
硬

式
野
球
部
が
創
部
五
十
周
年
を

迎
え
、「
五
十
年
史
」
を
発
刊

し
た
。 

　
同
部
は
、
本
学
が
中
京
短
期

大
学
と
し
て
開
学
し
た
五
四
年

（
昭
和
29
年
）
に
発
足
。
そ
の

年
の
八
月
、
早
く
も
全
国
優
勝

を
成
し
遂
げ
、
六
六
年
か
ら
は

四
連
覇
も
果
た
す
な
ど
輝
か
し

い
戦
績
を
残
し

て
き
た
ク
ラ
ブ
。 

　
記
念
誌
は
、

Ｏ
Ｂ
会
（
菊
田

昭
義
会
長
）
が

大
内
敬
哉
体
育

学
部
教
授
（
部 

長
）の
研
究
室
に

実
行
委
員
会（
加

藤
忠
明
委
員
長
）

事
務
局
を
設
け

て
編
集
。
Ａ
４
判
、

四
百
四
十
六
頁

の
大
冊
と
し
て

発
行
さ
れ
た
。 

　
梅
村
清
弘
総
長
や
関
口
憲
三

連
盟
会
長
ら
の
祝
辞
に
始
ま
り
、

歴
代
の
部
長
、
監
督
、
主
将
、

Ｏ
Ｂ
会
長
ら
が
思
い
出
を
綴
っ

て
い
る
。
大
会
の
成
績
、
写
真

な
ど
も
載
せ
て
い
る
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
大
内
教
授

（
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
直
通
０
５

６
５
―
４
６
―
６
６
０
３
）
へ
。 

     

　
準
硬
式
野
球
部
の
創
部
五
十

周
年
を
祝
う
式
典
が
二
月
十
二

日
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ガ

レ
リ
ア
に
Ｏ
Ｂ
百
四
十
人
、
全

日
本
大
学
準
硬
式
野
球
連
盟
の

関
係
者
ら
計
百
六
十
人
が
集
ま

っ
て
行
わ
れ
た
。 

　
Ｏ
Ｂ
会
の
主
催
。
梅
村
清
弘

総
長
、
小
川
英
次
学
長
、
連
盟

の
倉
知
輝
雄
理
事
長
ら
が
輝
か

し
い
戦
績
を
残
し
た
Ｏ
Ｂ
を
賞

賛
し
部
の
一
層
の
活
躍
を
期
待

す
る
祝
辞
を
述
べ
、
初
代
主
将

の
野
田
仁
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯

し
た
。 

　
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権

（
一
月
七
―
十
三
日
、
新
潟
県

妙
高
高
原
町
）
で
、

ス
キ
ー
競
技
部
女
子
が
、

女
子
十
五
㌔
リ
レ
ー 

（
五
㌔
×
三
人
）
に
出

場
、
初
優
勝
を
果
し
た
。

　
女
子
十
㌔
フ
リ
ー

を
制
し
た
第
一
走
者

の
谷
口
由
佳
選
手（
体

育
学
部
二
年
）
が
独

走
体
制
を
築
き
、
女

子
十
㌔
フ
リ
ー
で
三 

位
、
五
位
に
そ
れ
ぞ

れ
入
賞
し
て
い
る
第

二
走
者
の
篠
原
文
香

選
手（
体
育
学
部
三
年
）、

第
三
走
者
の
押
切
望
美
選
手（
体

育
学
部
一
年
）
が
差
を
広
げ
、

そ
の
ま
ま
逃
げ
切
っ
た
。 

　
総
合
順
位
も
日
本
大
学
に
次

い
で
二
位
と
健
闘
し
た
。 

 

　
中
山
彰
規
体
育
学
部
教
授
の

国
際
体
操
殿
堂
入
り
が
決
ま
っ

た
。
五
月
二
十
日
に
米
国
オ
ク

ラ
ホ
マ
シ
テ
ィ
で
授
賞
式
が
行

わ
れ
る
。 

　
中
山
教
授
は
中

京
商
業
高
校
（
現
・
附
属
中
京

高
校
）
を
経
て
本
学
体
育
学
部

卒
業
。
同
学
部
の
助
手
、
講
師

の
時
代
に
体
操
選
手
と
し
て
活

躍
、
メ
キ
シ
コ
（
六
八
年
）
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
（
七
二
年
）
両
五

輪
で
金
六
、
銀
二
、
銅
二
の
計

十
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
日

本
体
操
界
の
黄
金
時
代
を
築
い

た
。 

　
難
度
の
高
い
技
を
繰
り
出
し
、

つ
り
輪
と
鉄
棒
で
は
「
ナ
カ
ヤ

マ
」
と
呼
ば
れ
る
技
で
フ
ァ
ン

を
魅
了
し
た
。
世
界
選
手
権
で

も
金
七
、
銀
二
、
銅
三
の
計
十

二
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
お

り
、
五
輪
と
世
界
選
手
権
合
わ

せ
て
手
に
し
た
金
メ
ダ
ル
十
三

個
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
を
含
め
た

全
競
技
種
目
の

中
で
も
国
内
最

多
の
記
録
と
な

っ
て
い
る
。 

　
日
本
人
の
国

際
体
操
殿
堂
入

り
は
、
竹
本
正
男
、

小
野
喬
、
遠
藤
幸
雄
、
松
田
治

廣
（
旧
姓
・
山
下
）
、
加
藤
澤

男
、
池
田
敬
子
、
早
田
卓
次
の

各
氏
に
次
い
で
八
人
目
。 

　
中
山
教
授
は
体
操
競
技
部
長

を
務
め
、
「
殿
堂
入
り
を
励
み

に
後
輩
の
指
導
に
一
層
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
」
と
喜
び
と
決

意
を
語
っ
て
い
る
。 

　
短
水
路（
二
十
五
㍍
プ
ー
ル
）

で
争
う
水
泳
の
Ｗ
杯
が
一
月
十

八
―
二
十
七
日
、
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
・
ベ
ル
リ
ン
・
モ
ス
ク
ワ

の
三
都
市
で
行
わ
れ
、
松
田
丈

志
選
手
（
体
育
学
部
二
年
）
が

男
子
二
百
㍍
バ
タ

フ
ラ
イ
に
出
場
、

１
分
53
秒
59
で
優

勝
し
た
。
男
子
千

五
百
㍍
自
由
形
で

は
、
14
分
44
秒
68

の
短
水
路
日
本
新
を
マ
ー
ク
し
、

三
位
入
賞
を
果
し
た
。 

　
女
子
二
百
㍍
平
泳
ぎ
に
出
場

し
た
坂
口
結
子
選
手
（
体
育
学

研
究
科
博
士
二
年
）
は
、
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
で
２
分
26
秒

30
、
ベ
ル
リ
ン
大
会
で
は
２
分

23
秒
84
、
モ
ス
ク
ワ
大
会
で
は

２
分
25
秒
17
の
記
録
で
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
、
三
冠
に
輝
い
た
。 

❖
❖
❖ 

　
松
田
丈
志
選
手
は
、
二
月
二

十
七
日
に
行
わ
れ
た
競
泳
日
本

短
水
路
選
手
権
（
東
京
辰
巳
国

際
水
泳
場
）
の
男
子
四
百
㍍
自

由
形
で
も
３
分
42
秒
88
の
日
本

新
記
録
を
樹
立
し
た
。 

㊤記念誌の表紙㊦3連覇、4連覇（1969年）を果たし
たチームの記念写真と表彰状を載せたページ 

優
勝
を
喜
ぶ
谷
口
由
佳
さ
ん
㊧
、篠

原
文
香
さ
ん
㊥
、押
切
望
美
さ
ん
㊨ 

中山彰規教授 

室伏広治選手 

日本人 
８人目 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

世

界

選

手

権

 
金 
　
個
の
栄
誉
称
え 

５
月
、米
国
で
授
賞
式 

中
山
彰
規
教
授（  

）が 

体育 

準硬式野球部 

記念誌を発刊 
全
国
制
覇
　
回
の
伝
統
記
す 

Ｏ
Ｂ
ら
　
人 

祝
賀
の
式
典 

平
成
16
年
日
本

体
育
協
会
表
彰

（
本
学
関
係
者
・
敬
称
略
） 

短
水
路
Ｗ
杯
で

松
田
丈
志
、坂
口

結
子
選
手
優
勝 

創部　　周年 

室
伏
広
治
選
手
が
次
々
に
受
賞 

日
本
ス
ポ
ー
ツ
、朝
日
ス
ポ
ー
ツ
賞 

総
合
順
位
も
　
位 

女
子
　
　 

初
優
勝 

キ
　
ロ 

リ
レ
ー 

全日本学生 
スキー 

国
際
体
操
殿
堂
入
り 



　
三
月
三
十
一
日
付
で
四
人
の
教
員
が
定
年
退
職
さ
れ
る
。
学
生

た
ち
を
指
導
し
、
と
も
に
キ
ャ
ン
パ
ス
生
活
を
送
っ
て
き
た
皆
さ

ん
に
、
退
職
を
前
に
「
学
生
た
ち
に
贈
る
言
葉
」
を
綴
っ
て
い
た

だ
い
た
。 

　
大
学
で
何
を
学
ん
だ
の
か
、

今
す
ぐ
に
は
わ
か
ら
な
い
も
ん

だ
よ
。
ぼ
く
は
何
十
年
も
た
っ

た
今
に
な
っ
て
、
あ
あ
そ
う
か
、

あ
の
先
生
が
言
っ
た
の
は
こ
う

い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
と
や
っ

と
気
が
つ
く
。
そ
の
時
、
本
当

に
学
ん
だ
の
だ
と
思
う
。 

　
先
生
っ
て
意
外
に
た
い
せ
つ

な
も
の
な
ん
だ
ぜ
。 

　
二
十
一
世
紀
は
生
命
・
環
境
・

情
報
科
学
が
三
本
柱
の
担
い
手

と
謂
わ
れ
て
い
る
。
さ
す
れ
ば

若
い
諸
君
は
己
の
回
り
に
飛
び

交
う
情
報
か
ら
真
の
シ
グ
ナ
ル

を
取
捨
選
択
し
、
こ
れ
を
己
が

知
識
と
成
し
、
こ
の
真
の
知
識

を
以
て
英
知
を
養
う
習
性
を
会

得
す
べ
き
で
あ
る
。
此
れ
正
に

人
類
へ
の
貢
献
で
あ
ろ
う
。 

　
私
が
大
学
生
で
、
己
れ
の
壁

に
突
き
当
た
っ
て
い
た
時
に
出

会
い
、
今
で
も
大
事
に
し
て
い

る
言
葉
を
贈
り
ま
す
。
法
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己
れ
こ
そ
己
れ
の
寄
る
べ 

　
　
己
れ
を
お
き
て 

　
　
　
　
　
誰
に
寄
る
べ
ぞ 

　
よ
く
整
え
し
己
れ
に
こ
そ 

　
　
ま
こ
と
得
難
き 

　
　
　
　
寄
る
べ
を
ぞ
得
ん 

　
時
の
流
れ
に
身
を
任
せ
は
、

処
世
術
と
し
て
心
地
よ
い
が
安

易
の
そ
し
り
を
免
れ
ま
せ
ん
。

時
流
に
相
反
す
る
場
合
、
自
信

と
努
力
の
裏
付
け
が
必
要
で
、

難
渋
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
生
き
が
い
や
自
己
実
現
に

大
き
く
寄
与
し
ま
す
。
己
の
納

得
い
く
生
き
方
に
「
自
流
」
を

創
造
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。 

　
十
二
月
十
五
日
、
豊
田
市
民

文
化
会
館
で
十
六
年
度
体
育
学

部
舞
踊
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。 

　
セ
メ
ス
タ
ー
制
の
導
入
で
半

期
と
い
う
短
い
間
で
の
作
品
づ

く
り
だ
っ
た
が
、
出
演
者
ら
の

努
力
で
大
変
良
い
舞
台
が
作
れ

た
。
今
年
は
一
つ
ひ
と
つ
に
流

れ
や
テ
ー
マ
の
見
え
る
創
作
作

品
が
多
く
、
表
現
力
豊
か
な
出

演
者
が
目
立
っ
た
。

特
に
舞
踊
Ⅱ
「
開
花

〜
花
を
見
つ
け
た
、

そ
こ
に
あ
な
た
が
い
た
〜
」
は

力
強
い
作
品
に
仕
上
が
り
、
観

客
に
大
き
な
感
動
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
た
。 

（
体
育
４
　
山
口
真
生
） 

 
 
 
 
　昨年カンヌ映画祭監督週間のポスターを担当した大月さ
んは版画、油彩、オブジェ、フランス語による小説などを物
する異能の表現者。今回は昨年開始した写真も含む展観。 
 
 
 
 
　原田さんは「鉄の響き」を意味するギリシア語シデロ・
イホス（ΣΙΔЕРО НХОΣ）と名付けたさまざまな鉄の
楽器を出品し、初日には作家自身による演奏を予定。 
 
 
 
 
　内田さんは顔料を膠（にかわ）で溶き、紙や布に描くと
いう東アジアの伝統的な技法による絵画の現代における可
能性を追求しており、その成果は高く評価されている。 
 
 
 
 
　銅版画をベースに、ときにドローイングやコラージュを
も駆使して、柳澤さんは人間のおかれている普遍的状況へ
の自身の省察の軌跡を神話的な人像に託して表現している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　本学情報科学部メディア科学科所属のアート系教員によ
る展覧会第２弾。曽我部さんは同学科助手で、映像と音響
によるインスタレーション（仮設展示）を予定している。 
 
 
 
 
　編集者でもある都築さんは東京のごく普通の生活空間を
撮った『TOKYO STYLE』で写真家デビュー。既存の写真
家とは全く異なった視点で人間の営みを浮かび上がらせる。 

第67回 ４月11日（月）～５月14日（土） 
大月雄二郎展 【写真、絵画、版画、オブジェ】 

第68回 ５月23日（月）～６月18日（土） 
原田和男展 【鉄の楽器】 

第69回 ６月27日（月）～７月30日（土） 
内田あぐり展 【絵画】 

第70回 ９月12日（月）～10月15日（土） 
柳澤紀子展 【絵画、版画】 

第71回 10月24日（月）～11月19日（土） 
曽我部哲也展 【ビデオインスタレーション】 

第72回 11月28日（月）～１月14日（土） 
都築響一展 【写真】 

Ｃ
・
ス
ク
エ
ア
企
画
展 

２
０
０
５
年
度
の
開
催
予
定 

※予定は変更する場合があります。※入場無料、日曜・祝日・中京大学の一斉休業日は休館 

観客を魅了した学生
たちの創作舞踊 

学生の皆さんに残す 
定年退職の　教授が 

社
会
学
部
教
授 

田
中
　
克
彦 

体
育
学
部
教
授 

中
森
　
英
二 

力
強
く
、観
客
感
動 

教
養
部
教
授 

呉
　
　
世
煌 

体
育
学
部
教
授 

小
坂
　
光
男 

体育学部 舞踊発表会 



　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
し
い

玄
関
口
と
し
て
三
月
一
日
、
愛

知
環
状
鉄
道
・
貝
津
駅
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。 

　
貝
津
駅
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の

南
約
六
百
㍍
の
保
見
―
四
郷
駅

間
に
新
設
さ
れ
た
。
高
架
上
に

駅
舎
が
設
け
ら
れ
、
駅
前
広
場
、

通
学
道
路
も
整
備
さ
れ
た
。
キ

ャ
ン
パ
ス
ま
で
ゆ
っ
く
り
歩
い

て
八
分
ほ
ど
。
保
見
駅
を
利
用

し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
使
う
通

学
に
比
べ
、
ぐ
ん
と
便
利
に
な

っ
た
。 

　
愛
知
環
状
鉄
道
は
岡
崎
で
Ｊ

Ｒ
東
海
道
本
線
、
中
岡
崎
で
名

鉄
名
古
屋
本
線
、
新
豊
田
で
名

鉄
豊
田
線
、
瀬
戸
市
で
名
鉄
瀬

戸
線
、
高
蔵
寺
で
Ｊ
Ｒ
中
央
本

線
と
直
結
。
三
月
六
日
に
は
愛

知
万
博
会
場
近
く
の
万
博
八
草

駅
と
名
古
屋
市
営
地
下
鉄
・
藤

が
丘
駅
を
結
ぶ
新
交
通
シ
ス
テ

ム
・
東
部
丘
陵
線
も
開
通
、
豊

田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
公
共
交
通

の
足
は
一
段
と
充
実
し
た
。 

    

　
貝
津
駅
完
成
記
念
式
典
が
二

月
二
十
五
日
、
鈴
木
公
平
豊
田

市
長
や
地
元
の
人
た
ち
、
学
園

を
代
表
し
て
梅
村
清
弘
総
長
ら

が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。 

　
愛
環
鉄
道
の
電
車
に
掲
げ
る

ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
作
っ
て
き
た

文
化
会
鉄
道
研
究
会
の
部
員
ら

も
参
加
、
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
や
愛

環
鉄
道
を
特
集
し
た
部
誌
な
ど

を
展
示
し
て
完
成
を
祝
っ
た
。 

　
本
学
法
曹
養
成
研
究
所
は
、
法
科

大
学
院
が
行
う
社
会
貢
献
事
業
「
リ

ー
ガ
ル
・
エ
イ
ド
事
業
」
の
一
環
と

し
て
、
四
月
か
ら
毎
月
第
三
土
曜
日

午
後
一
―
四
時
に
「
無
料
法
律
相
談
」

を
行
う
。 

　
法
律
相
談
は
、
元
名
古
屋
弁
護
士

会
長
の
小
栗
孝
夫
教
授
を
中
心
と
す

る
リ
ー
ガ
ル
エ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
所
属

の
弁
護
士
が
担

当
す
る
。
一
回

あ
た
り
の
相
談

時
間
は
四
十
―

五
十
分
で
、
相

談
分
野
に
限
定

は
な
く
、
受
任

も
可
能
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
法

曹
養
成
研
究
所
＝
（
０
５
２
）
８
３

５
―
８
３
２
６
へ
。
会
場
は
中
京
大

学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
ネ
ッ
ク

ス
（
大
学
院
棟
）
の
同
研
究
所
内
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
同
窓
生

や
在
学
生
、
本
学
関
係
者
を
優
先
し

受
け
付
け
る
。 

　
詳
細
は
、
法
科
大
学
院
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝
下
記

の
ア
ド
レ
ス
＝
か
ら
リ
ン
ク
）
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
青
木
湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
が
新
設
さ
れ
、
学
生
た
ち
の

ゼ
ミ
や
ク
ラ
ブ
の
合
宿
シ
ー
ズ

ン
に
合
わ
せ
て
、
四
月
下
旬
に

オ
ー
プ
ン
す
る
。

　
三
面
あ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、

全
天
候
型
カ
ラ
ー
コ
ー
ト
舗
装

（
グ
リ
ー
ン
）が
施
さ
れ
、
夜
間

照
明
も
完
備
。
一
、
九
四
七
平

方
㍍
あ
る
ゆ
っ
た
り
と
し
た
敷

地
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル（
３

on
３
）や
フ
ッ
ト
サ
ル
の
競
技

も
で
き
る
。

　
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
は

二
階
建
て

ロ
グ
ハ
ウ
ス
造
り
で
、
二
階
テ

ラ
ス
か
ら
テ
ニ
ス
観
戦
を
楽
し

め
る
。

❖
❖
❖

　
青
木
湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は

二
〇
〇
一
年
十
二
月
、
蓼
科
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
次
ぐ
二
番
目

の
学
外
研
修
施
設
と
し
て
オ
ー

プ
ン
。
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、

学
生
た
ち
の
課
外
学
習
の
拠
点

と
な
っ
て
い
る
。

　
在
学
生
・
教
職
員
の
ほ
か
、

同
窓
生
の
皆
さ
ん
や
ご
家
族
も

利
用
で
き
る
。

　
お
問
い
合
わ
せ
、
予
約
は
同

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
＝
（
０
２
６

１
）２
１
―
４
５
０
０
＝
へ
。 

愛知環状鉄道 
アクセス図 

岡崎 

中岡崎 

新豊田 

貝津 

万博八草 

瀬戸市 

高蔵寺 

ＪＲ中央本線 

名鉄瀬戸線 

東部丘陵線 
（本年3月6日開業） 

名鉄豊田線 

名鉄三河線 

名鉄名古屋本線 

ＪＲ東海道本線 

豊田 
キャンパス 

青木湖セミナーハウスに新設されたテニスコートと
ログハウス造りのクラブハウス 

自ら製作した電車のヘッド
マークを手に完成を祝う鉄
道研究会の部員ら 

新設 

　
月
下
旬
か
ら 

利
用
で
き
ま
す 

愛
知
環

状
鉄
道 

小栗孝夫教授 

梅
村
総
長
も

出
席
、祝
賀
式 

毎
月
第
３ 

土
曜
日
に 

全
天
候
型
で 

夜
間
照
明
も 

法
曹
養
成
研
の
小
栗
孝
夫
教
授
ら 

リ
ー
ガ
ル
・
エ
イ
ド
で
社
会
貢
献 

無
料
で
法
律
相
談 

青木湖セミナーハウス 


